
仰向けにすると反り返った反動
で起き上がるコメツキムシは、英
名をスナッパーと言い、新潟県か
らは130種を超える種数が知られ
る。本種はその中でも最も普通に
見られる種で、冬季、赤松の枯れ
た樹皮をめくることで、発見は容
易である。
似た種が多いコメツキムシ科で

あるが、本種は腹面の赤いことが
大きな特徴で、他の種とは容易に
区別できる。
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な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

▲妙見堰広場（妙見町）
妙見堰広場は約1,400㎡。写真は信濃川

方向から撮影。
隣接する信濃川妙見記念館では、信濃川
の自然や歴史をビデオや工夫をこらした展
示で紹介しています。入場無料で、開館時
間は午前９時～午後４時30分。４～11月は
無休、12～３月は土・日・祝日が休みです。

妙
見
堰
広
場

７４

妙
見
堰
広
場
は
、
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
の
妙
見
堰
完
成
に

合
わ
せ
て
、
堰
の
右
岸
取
り
付
け

口
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

江
戸
時
代
、
長
岡
藩
領
に
は
猿

橋
・
上
除
・
川
袋
・
吉
津
・
妙
見

・
市
谷
・
高
見
の
七
カ
所
に
、
藩

内
か
ら
の
物
資
の
流
通
を
統
制
す

る
津
留
番
所
が
あ
り
ま
し
た
。
妙

見
の
番
所
で
は
、
三
国
街
道
と
信

濃
川
の
水
運
の
要
衝
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
信
濃
川
の
上
り
船
で
運
ぶ

物
資
（
米
や
大
豆
、
穀
物
類
な
ど
）

を
取
り
締
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

妙
見
堰
広
場
は
そ
ん
な
歴
史
が

感
じ
ら
れ
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
広
場
の
奥
の
東

屋
は
、
番
所
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お

り
、
敷
石
の
左
端
に
は
当
時
、
実

際
に
使
わ
れ
て
い
た
番
所
の
礎
石

が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
屋
の
手
前
に
は
、
高
さ
約
八

十
セ
ン
チ
の
道
標
が
あ
り
ま
す
。

広
場
の
近
く
か
ら
移
し
た
文
化
十

三
年
（
一
八
一
六
）
建
立
の
二
十

三
夜
塔
で
「
右
ハ
小
千
谷
　
左
ハ

江
戸
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
長
岡
藩
主
牧
野
家
の

家
紋
「
柏
の
御
紋
」
や
長
岡
藩
印

「
五
間
梯
子
」
な
ど
長
岡
藩
に
ま

つ
わ
る
絵
柄
の
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

タ
イ
ル
を
所
々
に
置
い
た
り
、
照

明
を
か
が
り
火
風
に
し
た
り
と
、

凝
っ
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

広
場
の
設
計
な
ど
に
地
元
の
人

た
ち
の
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ
た

妙
見
堰
広
場
は
、
平
成
三
年
に
手

づ
く
り
郷
土
賞
を
受
賞
。

ぜ
ひ
、
ド
ラ
イ
ブ
の
際
の
休
憩

場
所
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

み
ょ
う

け
ん
　

ぜ
き
　

ひ
ろ

ば

つ

ど
め

あ
ず
ま

み
ち
し
る
べ

ご

け
ん
ば
し

ご

キクに似た花が咲くことから呼
ばれる名だが、フクジュソウ・ユ
キワリソウと同じキンポウゲ科の
多年草。長岡では３月ころから開
花する。
花の色は白色から紫青色・紅紫

色までさまざま。群生する場所で
は、それぞれの花色が株ごとにま
とまって生え、美しい。
雪解け後すぐに展葉し、花を咲

かせ結実する。この後、地上部分
は夏を待たずに枯れ、来春まで長
い休眠に入る。

シリーズ� 防　災�防　災�防　災�最終回�

今月は、災害時にみなさんの安
全を確保する場、避難所と地区防
災センターについてお伝えします｡

地震発生！まずは最寄りの避難所へ

市では、地震発生時にできるだ
け早く安全を確保できるよう、市
内のすべての小・中・高等学校、
公立の保育所、児童館、公民館等
1 4 5の施設を避難所に指定してい
ます。また、避難所のうちの31施
設は、地区防災センターです｡

地区防災センターは
「拠点避難所｣・｢救護所」です

地区防災センターは、「拠点避難
所」として被災者の救助や収容の
ほか被害情報の収集や必要物資の
手配などを行います。
また｢救護所」は医療関係者が駆

けつけ、負傷者に応急手当てをし
ます。自分の地域の地区防災セン
ターを下の表で確認してください｡

防災は市民と行政が協働で

地区防災センターの運営は、市
職員や施設管理者が当たりますが、
みなさんの協力が不可欠です｡
そのため市では、市民のみなさ
んと一緒に、毎年総合防災訓練を
実施し、もしもの時に備えていま
す｡
市では、
これからも
市民のみな
さんと協働
で災害に強
いまちづく
りを進めていきます。
担当＝防災課139・2206

▲昨年の総合防災訓練で

～地域防災の拠点地区防災センター～

南中学校　　　　　附属小・中学校　　　豊田小学校　　　阪之上小学校�
中島小学校　　　　神田小学校　　　　　川崎小学校　　　川崎東小学校�
北中学校　　　　　宮内小学校　　　　　上組小学校　　　十日町小学校�
石坂小学校　　　　柿小学校　　　　　　栖吉小学校　　　富曽亀小学校�
黒条小学校　　　　浦瀬小学校　　　　　新組小学校　　　山谷沢小学校�
太田小学校��
大島小学校　　　　希望が丘小学校　　　日越小学校　　　下川西小学校�
上川西小学校　　　福戸小学校　　　　　深沢小学校　　　関原小学校�
宮本小学校　　　　大積小学校　�

【地区防災センター】�

 

川
東
地
区�

川
西
地
区�



図１　市債発行額、元金償還額、市債残高の推移�
（一般会計）�

市債年度末�
残高（億円）�
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※平成11、13年度は、繰上償還に伴う元金償還額な�
　どを除いています。�
※平成13、14年度は見込み。�

市債年度末残高�

元金償還額�

市債発行額�

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど

収
入
が
減
少

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い

て
お
り
、
平
成
十
四
年
度
の
市
税
は
、
過

去
十
年
間
で
最
低
の
約
二
七
〇
億
円
に
と

ど
ま
り
、
前
年
度
当
初
予
算
額
よ
り
約
一

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付

税
は
、
八
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
と
前
年
度

よ
り
、
五
億
円
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

財
産
処
分
と
貯
金
の
取
り
崩
し
で

収
入
減
を
カ
バ
ー

収
入
の
減
少
を
埋
め
る
た
め
、
不
要
な

土
地
を
処
分
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
九

億
六
〇
〇
〇
万
円
の
収
入
を
見
込
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
比
べ
て
約
四

億
六
〇
〇
〇
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
貯
金
（
財
政
調
整
基
金
）

を
三
億
五
〇
〇
〇
万
円
取
り
崩
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
貯
金
残
高
は
約

一
九
億
九
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。
収

入
の
減
少
を
補
う
た
め
の
ぎ
り
ぎ
り
の
選

択
で
あ
り
、
今
回
の
取
り
崩
し
額
が
限
度

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

借
入
金
は
引
き
続
き
抑
制

厳
し
い
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
借
入
金

（
市
債
）
を
増
や
す
方
法
も
考
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
残
高
が
十
三
年
度
末
で
ま
だ
約

六
九
九
億
円
あ
り
、
将
来
に
負
の
遺
産
を

残
さ
な
い
た
め
に
も
新
た
な
借
り
入
れ
は

極
力
抑
え
、
昨
年
並
み
の
約
三
九
億
円
に

止
め
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
元
金
償
還
額
約
五
七
億
円

を
差
し
引
く
と
、
十
四
年
度
末
の
借
入
金

残
高
は
、
約
六
八
一
億
円
と
な
り
ま
す
。

予
算
額
6
6
9
億
6
5
0
0
万
円

十
四
年
度
の
一
般
会
計
の
収
入
（
歳
入
）

は
、
昨
年
度
よ
り
二
億
四
五
〇
〇
万
円
の

増
、
率
に
し
て
〇
・
四
％
増
の
六
六
九
億

六
五
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

精
一
杯
収
入
を
確
保
す
る
中
で
、
景
気

な
ど
の
緊
急
課
題
に
も
配
慮
す
る
一
方
、

明
日
の
長
岡
を
創
る
た
め
の
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
を
抑
制

こ
こ
で
は
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
義
務
的
経
費
と
は
、
人
件
費

や
借
入
金
の
返
済
金
な
ど
ど
う
し
て
も
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
い
い
ま

す
が
、
こ
の
経
費
の
削
減
が
民
間
と
は
異

な
り
機
動
性
が
な
い
の
が
国
や
地
方
公
共

団
体
の
悩
み
の
種
で
す
。

職
員
人
件
費
は
、
平
成
十
三
年
度
の
昇

給
を
一
年
間
停
止
し
た
こ
と
の
効
果
が
今

年
も
継
続
す
る
こ
と
、
職
員
数
の
削
減
が

計
画
を
上
回
っ
て
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

約
四
億
六
〇
〇
〇
万
円
の
削
減
が
実
現
し

ま
し
た
。

借
入
金
（
市
債
）
の
元
利
償
還
金
は
約

七
八
億
五
〇
〇
〇
万
円
で
、
い
ち
早
く
新

た
な
借
入
金
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
や
、

繰
上
げ
償
還
を
実
施
し
て
き
た
効
果
が
現

れ
て
、
前
年
度
に
比
べ
約
一
億
二
〇
〇
〇

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

政
策
的
経
費
を
確
保

政
策
的
経
費
と
は
、
義
務
的
経
費
と
異

な
り
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、
産
業
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
政
策
の
推
進
の
た
め
に

支
出
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
政
策
的
経
費
は
、
平
成
八
年
度
に

は
約
三
〇
六
億
円
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

十
三
年
度
は
約
二
一
七
億
円
に
ま
で
減
少

し
、
平
成
十
四
年
度
に
は
約
二
〇
〇
億
円

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
件
費
の
節
約
や
各
種
補
助

金
の
削
減
と
財
産
処
分
に
よ
る
収
入
増
な

ど
に
よ
り
、
約
二
二
八
億
円
に
な
り
、
多

少
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

明
日
の
長
岡
の
た
め
に

新
規
62
施
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た

平
成
十
四
年
度
予
算
案
は
、
こ
の
よ
う

に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
職
員
一
丸
と
な

っ
た
工
夫
と
努
力
に
よ
り
、
明
日
の
長
岡

を
創
る
基
礎
と
な
る
新
規
施
策
を
数
多
く

盛
り
込
み
ま
し
た
。

そ
の
数
は
六
十
二
事
業
に
達
し
、
過
去

五
年
間
で
最
多
の
新
規
事
業
数
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
新
規
施
策
の
基
本
的
な
考
え

方
、
取
り
組
み
方
針
な
ど
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
説
明
し
ま

す
。
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元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

予
算
案
の
骨
格

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
平
成
14
年
度
予
算
案
①

平
成
十
四
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、
今
ま
で
に
な
く
む
ず
か
し
い
作
業
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
明
る
い
長
岡
を
創
る
た
め
、
数
々
の
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
三
回
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。
今
回
は
、
一
般
会
計
予
算
案
の
骨
格
に
つ
い

て
で
す
。

総　　　　　　計

■一 般 会 計

■特 別 会 計

・国民健康保険

・と　 畜 場

・下　 水　 道

・ス キ ー 場

・駐　車　場

・老 人 保 健

・介 護 保 険

■水道事業会計

１,２０２億８,１９０万円

６６９億６,５００万円

４６４億１,７４０万円

１１４億４,４８０万円

４億５,２１０万円

９５億４,５５０万円

３億１,３３０万円

１億３,４１０万円

１４９億 ６３０万円

９６億２,１３０万円

６８億９,９５０万円

・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

平成14年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

収
入

支
出
（
歳
出
）

（
財
政
用
語
で
は
「
歳
入
」

と
い
い
ま
す
）

図２　主要３基金の年度末残高の状況�

図３　経常的経費と政策的経費の当初予算額の推移�

（億円）�

（年度）�

※平均13、14年度は見込み。�
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※経常的経費とは義務的経費や施設の維持管理費
などです。�

政
策
的
経
費�

経
常
的
経
費�

（億円）�

一般会計　669億6,500万円�

市税�
270億4,500万円�
（40.4％）�
�

その他�
29億4,400万円（4.5％）�
�

民生費�
140億6,100万円�
（21.0％）�
�

土木費�
114億500万円�
（17.0％）�
�商工費�

99億700万円�
（14.8％）�
�

消防費�
27億2,600万円（4.1％）�
�衛生費�

47億7,900万円（7.1％）�
�
総務費�
59億2,000万円�
（8.8％）�
�

公債費�
78億9,900万円�
（11.8％）�

教育費�
73億2,400万円�
（10.9％）�
�

諸収入�
124億7,800万円（18.6％）�
�

地方交付税�
82億5,000万円�
（12.3％）�
�

国庫支出金�
41億4,200万円�
（6.2％）�
�

市債�
38億8,000万円�
（5.8％）�
�

県支出金�
29億3,800万円�
（4.4％）�
�

地方消費税交付金�
20億円（3.0％）�
�

歳　入�歳　出�

その他�
62億3,200万円�
（9.3％）�
�

その他�
62億3,200万円�
（9.3％）�
�

主
な
事
業
は
九
つ
の
「
い
き
い
き
市
民
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
ま
と
め
四
〜
十
三
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。



Project 1

▼
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の

充
実

二
億
一
四
五
〇
万
円

新
た
に
旧
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
丸
大
ビ
ル
の

地
下
一
階
と
五
階
を
賃
借
し
、
市
民
活
動

や
交
流
の
場
を
広
げ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

▼
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

推
進
（
新
規
）

二
五
〇
万
円

環
境
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
様
々
な
分

野
に
お
け
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
市
民
参
加
推
進
事
業
の
実
施

三
一
万
円

市
民
活
動
団
体
の
人
材
育
成
の
た
め
に

研
修
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
電
子
市
役
所
の
推
進

三
七
四
万
円

行
政
運
営
の
効
率
化
と
市
民
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
電
子
市
役
所
推
進

計
画
（
仮
称
）
を
策
定
し
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実二

九
〇
万
円

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
な
ど
市
民
に
身

近
な
行
政
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

整
備

三
億
六
四
六
四
万
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
を
整

備
し
ま
す
。

●

日
越
地
区
…
建
設
工
事

●

黒
条
地
区
…
用
地
造
成

●

深
才
地
区
…
用
地
取
得
（
新
規
）

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進

八
三
一
七
万
円

青
葉
台
、
四
郎
丸
、
上
川
西
、
十
日
町
、

山
通
の
五
地
区
で
推
進
し
ま
す
。

▼
公
・
私
立
認
可
保
育
所

保
育
料
の
軽
減三

億
三
一
六
一
万
円

国
が
示
す
保
育
料
の
基
準
に
対
し
、
二

二
％
を
軽
減
し
ま
す
。

▼
特
別
保
育
事
業
の
拡
充

四
億
七
二
二
五
万
円

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
、

公
立
七
カ
所
（
一
カ
所
増
）
、
私
立
十
カ

所
（
二
カ
所
増
）
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
延
長
保
育
、
一
時
保
育
、
休
日

保
育
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
開
設
（
新
規
）

八
一
五
万
円

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
に
預
か
っ

て
く
れ
る
人
を
紹
介
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
を
、
市

民
セ
ン
タ
ー
四
階
の
「
ち
び
っ
こ
広
場
」

に
開
設
し
ま
す
（
業
務
開
始
は
七
月
か
ら
）。

▼
乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業
の

実
施
（
新
規
）

四
八
四
万
円

「
ち
び
っ
こ
広
場
」
に
四
月
か
ら
保
育

士
を
配
置
し
、
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
を

実
施
し
ま
す
。

▼
乳
幼
児
健
康
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
実
施
（
新
規
）

八
四
三
万
円

集
団
保
育
の
で
き
な
い
病
気
回
復
期
の

児
童
の
保
育
を
実
施
し
ま
す
（
二
カ
所
）。

▼
黒
条
保
育
園
の
増
築
（
新
規
）

三
七
〇
五
万
円

待
機
児
童
の
解
消
と
特
別
保
育
の
充
実

の
た
め
、
増
築
の
設
計
や
造
成
工
事
を
行

い
ま
す
。

▼
私
立
認
可
保
育
所
施
設

整
備
費
の
助
成

八
三
〇
九
万
円

蔵
王
第
二
保
育
園
（
仮
称
）
の
新
築
、

長
生
保
育
園
の
移
転
改
築
に
対
し
助
成
し

ま
す
。
そ
の
他
の
私
立
認
可
保
育
所
の
施

設
整
備
費
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

▼
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
の

助
成

四
〇
〇
万
円

長
生
幼
稚
園
の
移
転
改
築
、
太
陽
幼
稚

園
の
外
壁
補
修
工
事
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
幼
児
医
療
費
の
助
成

一
億
一
七
二
五
万
円

入
院
は
就
学
前
ま
で
、
通
院
は
３
歳
未

満
児
ま
で
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
児
童
館
の
拡
充一

億
四
六
六
〇
万
円

既
存
施
設
な
ど
を
活
用
し
、
才
津
、
深

沢
、
山
谷
沢
、
前
川
、
石
坂
、
下
川
西
の

六
地
区
に
新
規
の
児
童
館
を
設
け
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
全
小
学
校
区
に
児
童
館
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

▼
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充五

一
二
二
万
円

留
守
家
庭
の
児
童
を
対
象
と
し
た
児
童

ク
ラ
ブ
を
才
津
地
区
で
新
た
に
開
設
し
、

合
計
二
十
一
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。

▼
な
が
お
か
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
の
推
進

八
三
〇
万
円

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
市
民
企
画
講
座
の
開
催
、

情
報
誌
の
発
行
、
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
相
談

室
の
拡
充
、
男
女
共
同
参
画
白
書
（
仮
称
）

の
作
成
を
し
ま
す
。

5 4

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

平成14年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

Project 2 子育てがしやすい環境づくり 市民一人ひとりの力を活かしたまちづくり

▲ちびっこ広場の催し「たのしいクリスマス」（平成13年12月19日・
市民センターで）
ちびっこ広場では利用者同士の交流だけでなく、異世代間や外国人
との交流も進めています。

▲市政モニター会議（２月18日)
市政モニターはすべて公募。市政に対して

日ごろから感じていることなどを提言します。

▲長岡市ホームページの「暮らしのガイド」
約350項目で手続き・制度などをお知らせ
しています。

▲ウィルながおか・フォーラム2001で（平成
13年10月６日・ウィルながおか）
男女平等推進センター「ウィルながおか」
を拠点に様々な講座や展示が行われています。

▲上川西コミュニティセンターで（２月19日）
上川西児童クラブでは放課後、保護者が不
在の子どもたちが仲良く遊んで過ごしていま
す。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
概
要�

 

● 

多
目
的
・
イ
ベ
ン
ト
広
場�

（
新
設
）�

� 

● 

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
新
設
）�

 

● 

市
民
談
話
室�

 

● 

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー�

 

● 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地�

　
球
広
場
」
な
ど�

� 

● 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー�

 

● 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー�

「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
」
な
ど�

� 

● 

パ
ー
ト
バ
ン
ク�

 

● 

高
年
齢
者
職
業
相
談
室�

 

● 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど�

� 

● 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト�

　
・
セ
ン
タ
ー
（
新
設
）�

 

● 

ち
び
っ
こ
広
場�

 

● 

一
時
保
育
室
（
新
設
）�

� 

● 

ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ�

　
ア
ム
（
仮
称
・
新
設
）�

 

● 

観
光
課
（
移
設
）�

 

● 

観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン�

　
協
会
（
移
設
）�

 

● 

市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室�

（
移
設
）�

地
下
１
階�

階�
施
　
　
設
　
　
名�

１
　
　
階�

２
　
　
階�

３
　
　
階�

４
　
　
階�

５
　
　
階�

▲
�

▲地域子育て支援センター（上除保育所・２月19日）
利用時間は、月～金曜日の午前10時～11時30分。
１日平均10組が訪れます。



Project 3

▼
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
推
進

六
一
三
六
万
円

小
中
学
校
の
学
区
や
学
年
の
枠
を
超
え

た
体
育
系
・
芸
術
系
・
言
語
系
の
特
別
指

導
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
中
学
生
を
対
象
に
長
岡

の
自
然
や
歴
史
に
触
れ
る
「
長
岡
学
ア
カ

デ
ミ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る

英
語
教
育
の
推
進

五
〇
一
七
万
円

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）八
人
体
制

で
、
英
語
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

▼
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

の
配
置
（
新
規
）

四
二
二
七
万
円

き
め
細
か
な
指
導
を
目
指
し
、
市
独
自

の
教
育
補
助
員
を
十
九
人
配
置
し
ま
す
。

▼
や
る
気
！
元
気
！
総
合
的
学
習

支
援
事
業
の
実
施
（
新
規
）

四
四
九
八
万
円

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
よ
う
こ
そ
「
ま
ち
の
先
生
」

事
業
の
実
施
（
新
規
）二

一
六
万
円

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
、
地
域

の
人
材
を
招
い
て
授
業
を
行
い
ま
す
（
関

連
記
事
は
十
六
、
十
七
ペ
ー
ジ
）。

▼
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
の

開
催

九
五
万
円

第
六
回「
米
百
俵
賞
」の
贈
呈
式
と
米
百

俵
デ
ー
記
念
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
市
民
と
連
携
し
た
心
の

教
育
の
推
進

一
九
二
万
円

家
庭
、
地
域
、
学
校
が
連
携
し
て
心
豊

か
な
た
く
ま
し
い
子
を
育
て
る
た
め
、
ふ

れ
あ
い
教
育
委
員
会
、
心
の
教
育
公
開
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
実
施

一
三
四
三
万
円

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
、
専
門
家

や
関
係
機
関
で
組
織
す
る
子
ど
も
ふ
れ
あ

い
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
活
用
調
査
研
究
、
学
校
不
適
応
対
策

専
門
員
の
派
遣
、
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー

ム
」
の
運
営
、
不
登
校
児
童
生
徒
訪
問
相

談
員
の
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

▼
少
年
教
育
活
動
の
充
実七

一
一
万
円

交
流
体
験
学
習
の
充
実
、
子
ど
も
会
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
、
地
域
活
動
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
少
年
教
育
活
動
専
門
嘱

託
員
を
一
人
配
置
し
、
各
地
区
子
ど
も
会

の
行
事
を
支
援
し
ま
す
。

▼
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
開
催

二
五
〇
万
円

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
ポ
ニ
ー
を
活
用

し
て
青
少
年
の
交
流
体
験
、
社
会
体
験
、

障
害
者
の
機
能
回
復
訓
練
の
場
と
な
る
ポ

ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▼
教
育
環
境
の
整
備七

億
六
七
〇
万
円

阪
之
上
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
表
町

小
の
屋
内
運
動
場
床
改
修
、
上
組
小
の
屋

内
運
動
場
耐
震
補
強
・
改
修
、
栖
吉
中
・

江
陽
中
の
校
舎
改
修
お
よ
び
西
中
の
ト
イ

レ
改
修
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
組
小
の
校
舎
増
築
、
青
葉
台

小
の
給
食
室
増
築
、
西
中
の
第
二
屋
内
運

動
場
（
武
道
場
）
建
設
、
神
田
小
の
校
舎

改
修
お
よ
び
才
津
小
の
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
・
改
修
の
設
計
を
し
ま
す
。

▼
学
習
情
報
化
の
推
進

一
億
八
三
八
万
円

米
百
俵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
中
学
校
全
普
通
教
室（
百

七
十
二
教
室
）
と
養
護
学
校
中
学
部
・
高

等
部
の
全
普
通
教
室
（
十
四
教
室
）
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し
ま
す
。

▼
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣

一
四
四
〇
万
円

小
中
学
校
で
情
報
教
育
の
補
助
業
務
を

行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
四
人
増
員
し
、
八

人
と
し
ま
す
。

▼
県
営
屋
内
プ
ー
ル
の
建
設
促
進

一
七
〇
〇
万
円

建
設
予
定
地
の
造
成
実
施
設
計
、
補
償

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
発
掘

七
〇
〇
万
円

歴
史
的
建
造
物
を
引
き
続
き
調
査
し
、

報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。

▼
「
長
岡
歴
史
事
典
（
仮
称
）」

発
行
の
た
め
の
調
査
等
の
実
施

二
〇
五
万
円

平
成
十
五
年
度
の
刊
行
を
め
ざ
し
、
引

き
続
き
調
査
を
進
め
ま
す
。

▼
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
の

環
境
整
備

一
〇
五
四
万
円

保
存
整
備
検
討
専
門
委
員
会
を
開
催
し
、

環
境
整
備
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
発
掘
資
料
を
整
理
し
ま
す
。

▼
水
島
爾
保
布
生
誕
百
二
十
年

記
念
展
（
仮
称
）
の
開
催

（
新
規
）

三
三
九
万
円

東
京
で
生
ま
れ
、
戦
後
、
長
岡
を
拠
点

と
し
て
活
躍
し
た
日
本
画
家
の
水
島
爾
保

布
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
山
下
清
展
（
生
誕
八
十
周
年

記
念
）
の
開
催
（
新
規
）

九
〇
〇
万
円

放
浪
を
続
け
な
が
ら
「
長
岡
の
花
火
」

な
ど
の
貼
り
絵
や
水
彩
画
を
制
作
し
た
、

長
岡
に
ゆ
か
り
の
あ
る
山
下
清
画
伯
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
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Project 4 長岡の歴史と文化を活かしたまちづくり ２１世紀の長岡を担う人づくり

▲水島爾保布「正月　元旦年賀登城」▲第１回歴史シンポジウム長岡歴史会談（平
成13年８月４日）

▲ながおかのまち再発見ツアー「河井継之助と小林虎三郎
の旅」（平成13年10月13日・阪之上小学校の米百俵コーナ
ーで）
長岡市では、長岡地域が持つ独自の歴史や文化、自然な
どに目を向け、地域の価値を再発見し、地域への愛着や誇
りを感じてもらおうと、「長岡を知ろうキャンペーン」を展
開しています。

▲ながおかポニーカーニバル（平成13年10月
７日・国営越後丘陵公園）
乗馬を楽しんだり、ポニーの魅力にふれた
りできるポニーカーニバルを平成14年度も開
催します。

▲「長岡の人材教育」バレーボールアカデミー
（平成13年８月20日・北部体育館）
「長岡の人材教育」では専門分野の講師を
招いての指導も実施しています。

に
　
ほ

ふ

▼
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見

ツ
ア
ー
の
実
施

一
三
五
万
円

米
百
俵
の
史
跡
を
巡
る
「
米
百
俵
ツ
ア

ー
」（
六
回
）
と
「
企
画
募
集
ツ
ア
ー
」（
十

回
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
「
米
百
俵
と
小
林
虎
三
郎
」

特
別
展
の
開
催
（
新
規
）

二
一
五
万
円

米
百
俵
の
故
事
や
小
林
虎
三
郎
の
人
間

像
に
つ
い
て
の
関
係
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▼
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
長
岡
歴
史
会
談
」
の
実
施

三
五
九
万
円

三
島
億
二
郎
と
北
海
道
開
拓
を
テ
ー
マ

に
、
関
係
者
を
招
き
開
催
し
ま
す
。

▼
戊
辰
・
河
井
継
之
助
の
旅
の

実
施
（
新
規
）

四
三
万
円

河
井
継
之
助
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
福
島

県
会
津
若
松
市
、
同
只
見
町
へ
の
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。

▼
観
光
案
内
ガ
イ
ド
の
充
実

二
二
〇
万
円

戊
辰
・
河
井
継
之
助
ゆ
か
り
の
地
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

▼
街
な
み
環
境
の
整
備
（
新
規
）

二
二
万
円

先
人
の
生
家
跡
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
化

と
そ
の
周
辺
の
街
な
み
環
境
の
整
備
を
検

討
し
ま
す
。



Project 5

▼
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
の
導
入

二
八
五
八
万
円

個
別
の
業
務
シ
ス
テ
ム
を
七
月
か
ら
稼

働
し
、
福
祉
業
務
全
般
の
総
合
情
報
化
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」
を
平
成

十
五
年
一
月
に
開
設
し
ま
す
。

▼
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充

一
一
一
九
万
円

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

社
会
的
孤
立
感
の
解
消
、
自
立
生
活
の
助

長
、
介
護
予
防
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
十
二
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。

▼
養
護
学
校
放
課
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
実
施
（
新
規
）

五
〇
五
万
円

養
護
学
校
の
教
室
を
利
用
し
て
、
放
課

後
に
児
童
・
生
徒
を
預
か
り
ま
す
。

▼
障
害
者
プ
ラ
ザ
の

開
設
（
新
規
）

六
五
九
万
円

障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
気
軽

に
談
話
で
き
、
障
害
者
の
自
立
を
促
進
す

る
場
を
市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
に
開
設
し
ま

す
。

▼
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事

業
の
実
施
（
新
規
）二

九
三
〇
万
円

精
神
障
害
者
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
が
少
人
数

で
共
同
生
活
を
お
く
る
施
設
で
あ
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
支
援
し
ま
す
。

▼
障
害
者
施
設
整
備
費
の
助
成

九
三
七
三
万
円

身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
さ
ん
わ

工
房
」
の
増
改
築
費
と
知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
「
み
の
わ
の
里
工
房
ま
す
が
た

分
場
」
の
整
備
費
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設「
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
（
仮
称
）」と
小
規

模
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
王
見
台
療
護
部（
仮
称
）」
の
建
設

費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
施
設
整
備
費
の
助
成

八
二
一
八
万
円

「
都
市
型
複
合
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
関
原
（
仮
称
）」
の
建
設
費
を
助
成
し
ま

す
。ま

た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
お
山
の

家
」
の
改
修
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
し
な
の

（
仮
称
）」
の
整
備(
新
規)

一
〇
八
三
万
円

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
民
間
資
金
を
活
用
し
て

公
共
施
設
を
整
備
す
る
方
法
）
で
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

▼
高
脂
血
症
改
善
指
導
の
実
施

五
七
万
円

高
脂
血
症
の
生
活
習
慣
改
善
指
導
を
富

曽
亀
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

▼
基
本
健
康
診
査
の
実
施

二
億
七
五
五
万
円

対
象
を
十
九
歳
か
ら
と
し
た
基
本
健
康

診
査
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
（
新
規
）

三
二
九
万
円

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め

の
計
画
「
な
が
お
か
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21

（
仮
称
）」
を
策
定
し
ま
す
。

▼
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

の
策
定

七
〇
〇
万
円

J
R
長
岡
駅
を
中
心
に
半
径
五
百
〜
千

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
重
点
整
備
地
区
に
指

定
し
、
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
行
者
空
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

八
六
〇
四
万
円

表
町
三
丁
目
、
草
生
津
三
丁
目
、
西
千

手
一
丁
目
の
歩
道
九
百
十
メ
ー
ト
ル
を
改

築
し
て
段
差
を
解
消
し
、
だ
れ
も
が
通
行

し
や
す
い
歩
道
を
連
続
的
に
整
備
し
ま
す
。

▼
冬
季
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

一
〇
〇
二
万
円

殿
町
一
丁
目
ほ
か
五
カ
所
の
横
断
歩
道

に
消
雪
パ
イ
プ
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
消
雪
用
地
下
水
の
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
方
針
を
ま
と
め
ま
す
。

▼
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

一
億
一
三
〇
〇
万
円

市
立
劇
場
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
バ
ス
待

合
所
を
設
置
し
、
市
役
所
本
庁
舎
正
面
歩

道
の
雁
木
を
バ
ス
待
合
所
ま
で
延
長
し
ま

す
。視

聴
覚
障
害
者
に
催
し
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
赤
外
線

補
聴
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
市
立
劇
場
の
視
覚
障
害
者
誘
導

用
ブ
ロ
ッ
ク
を
延
長
し
ま
す
。

健
康
セ
ン
タ
ー
の
一
階
多
目
的
ト
イ
レ

用
の
非
常
警
報
受
信
機
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
二
階
ト
イ
レ
の
段
差
を
解
消
し
ま

す
。
利
用
者
駐
車
場
を
増
設
し
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
に
視
覚
障
害
者
誘
導
用

ブ
ロ
ッ
ク
を
増
設
し
、
点
字
シ
ー
ル
を
取

り
付
け
ま
す
。

▼
障
害
者
・
高
齢
者
住
宅
改
造
費

の
助
成
等

四
二
八
七
万
円

住
宅
改
造
費
の
助
成
、
整
備
資
金
の
貸

付
、
相
談
業
務
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
導
入
の

助
成

三
七
八
〇
万
円

路
線
バ
ス
用
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
七

台
の
購
入
を
助
成
し
ま
す
。
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だれもが安心して暮らせる福祉とバリアフリーのまちづくり

▲段差を解消した歩道（表町２丁目）

▲ノンステップ型の市内循環バス「くるりん」
現在、４台のノンステップバスが市内を走っ
ています。

▲音声標識ガイド装置のデモンストレーションで
音声標識ガイド装置は、利用者が携帯する小型受発信機が出す電波を受
け、エレベーター乗り場やトイレなどの位置を音声で知らせます。

▲デイサービスセンターまきやまで
デイサービスセンターでは、高齢者が入浴、食事、機能訓練などのサービスを受けた
り、レクリエーションなどを行います。



Project 6

▼
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
推
進

二
九
万
円

基
本
計
画
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▼
ま
ち
な
か
再
生
研
究
会
の
開
催

二
九
三
万
円

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
問
題
に
つ
い
て

専
門
的
に
調
査
・
分
析
し
、
解
決
策
を
検

討
し
ま
す
。

▼
空
き
店
舗
の
活
用
支
援

一
三
一
九
万
円

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
・
ブ

ロ
ー
」
の
第
三
期
出
店
者
（
五
区
画
）
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
へ
出
店
す

る
魅
力
あ
る
商
業
者
に
対
し
て
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

▼
商
店
街
合
同
ソ
フ
ト
事
業

の
支
援

五
〇
〇
万
円

「
自
由
広
場
な
が
お
か
ホ
コ
天
」
や
、

販
売
促
進
な
ど
の
事
業
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
多
目
的
・
イ
ベ
ン
ト
広
場

の
開
設
（
新
規
）

四
三
〇
万
円

市
民
の
企
画
す
る
催
し
物
が
実
施
で
き

る
自
由
な
ス
ペ
ー
ス
を
、
市
民
セ
ン
タ
ー

の
地
下
一
階
に
開
設
し
ま
す
。

▼
市
街
地
再
開
発
事
業
の
促
進

六
一
〇
万
円

大
手
通
表
町
地
区
と
大
手
通
中
央
地
区

の
再
開
発
事
業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
「
都
心
居
住
推
進
方
策
」

を
策
定
し
ま
す
。

▼
長
岡
操
車
場
地
区
の
開
発
整
備

三
一
三
万
円

中
心
市
街
地
に
新
た
な
都
市
機
能
を
導

入
す
る
た
め
の
土
地
利
用
計
画
を
策
定
し
、

事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

▼
都
市
型
集
合
住
宅
整
備
事
業
の

推
進
（
新
規
）

三
〇
〇
万
円

市
の
中
心
部
で
民
間
が
建
設
す
る
集
合

住
宅
を
借
り
上
げ
、
市
営
住
宅
と
し
て
供

給
す
る
た
め
の
整
備
の
基
準
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

▼
ｅ
―

ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か

推
進
事
業
の
実
施
（
新
規
）

二
億
八
九
七
三
万
円

市
役
所
、
小
中
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
の
一
部
や
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
、
モ
デ
ル
地
区
（
青

葉
台
地
区
）
の
計
十
八
カ
所
を
毎
秒
一
ギ

ガ
ビ
ッ
ト
ま
た
は
毎
秒
百
メ
ガ
ビ
ッ
ト
で

接
続
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
実

証
実
験
を
始
め
ま
す
。

ま
た
、
産
業
、
防
災
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
・
健
康
、
教
育
の
分
野
で
利
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
地
域
の
情
報
化

を
推
進
し
ま
す
。

▼
下
水
道
施
設
の
高
度
管
理

（
新
規
）

四
〇
〇
〇
万
円

長
岡
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
利
用
し
た
高
度
場
内
監
視
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

▼
中
小
企
業
経
営
基
盤
の
強
化

八
二
億
三
一
二
九
万
円

新
た
に
経
営
安
定
特
別
融
資
を
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
関
連
倒
産
防
止
等
特

別
融
資
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
新
技
術
新
製
品
開
発
資
金
融
資

の
継
続
実
施
　

七
〇
一
〇
万
円

▼
設
備
資
金
融
資
の
継
続
実
施

八
四
九
一
万
円

▼
工
場
等
立
地
促
進
資
金
融
資
の

継
続
実
施

七
億
五
四
八
二
万
円

▼
住
宅
建
設
等
特
別
融
資
の
拡
充

二
九
億
三
六
一
九
万
円

多
世
代
住
宅
特
別
融
資
を
新
設
し
ま
す
。

▼
公
設
賃
貸
型
事
業
育
成
施
設
の

整
備
検
討

七
〇
万
円

賃
貸
型
事
業
育
成
施
設
（
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
）
の
機
能
等
に
つ
い
て
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
ま
す
。

▼
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
起
業
家
の
育
成
支
援

（
新
規
）

四
一
三
万
円

事
業
を
起
こ
そ
う
と
す
る
人
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
小
区
画
オ
フ
ィ

ス
（
五
区
画
）
を
低
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

▼
産
学
共
同
研
究
事
業
の
支
援

一
〇
二
一
万
円

大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
の
液
晶
製
造
へ
の
応

用
研
究
事
業
や
遠
赤
外
線
放
射
融
雪
シ
ス

テ
ム
の
特
性
改
善
に
関
す
る
研
究
事
業
の

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
企
業
と
大
学
と
の
交
流
フ

ェ
ア
を
支
援
し
ま
す
。

▼
地
域
産
業
技
術
開
発
事
業

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

の
支
援

四
〇
一
二
万
円

企
画
開
発
力
、
製
造
技
術
力
の
強
化
向

上
の
た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
地
域
産
業
の
受
注
促
進
の
支
援

九
八
七
万
円

「
長
岡
も
の
づ
く
り
技
術
」
の
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
鉄
工
・
鋳
物
、
ア
パ
レ
ル
、
木

工
家
具
の
受
注
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

▼
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
開
催一

二
五
万
円

新
し
い
長
岡
の
お
み
や
げ
品
の
ア
イ
デ

ア
を
公
募
し
ま
す
。

ま
た
、
最
優
秀
賞
作
品
の
製
品
化
を
支

援
し
ま
す
。

▼
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０

２
の
開
催

七
〇
〇
万
円

デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
て
、
産
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

市
民
か
ら
事
業
を
募
集
し
、
市
民
主
体

型
で
実
施
し
ま
す
。

▼
新
た
な
雇
用
の
創
出

（
２
１
６
人
）（
新
規
）

二
億
二
二
〇
六
万
円

国
の
「
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付

金
事
業
」
で
、
百
三
十
九
人
を
雇
用
し
ま

す
。
ま
た
、
市
独
自
に
臨
時
職
員
や
嘱
託

員
七
十
七
人
を
雇
用
し
ま
す
。

▼
雇
用
促
進
事
業
の
充
実

一
〇
〇
二
万
円

雇
用
相
談
員
一
人
を
採
用
し
、
雇
用
を

促
進
し
ま
す
。

▼
新
規
就
農
者
の
支
援一

一
四
三
万
円

新
規
就
農
者
と
新
規
就
農
者
を
受
け
入

れ
る
農
業
法
人
の
機
械
設
備
の
導
入
に
補

助
し
ま
す
。

▼
米
生
産
調
整
対
策
事
業
の
実
施

四
億
四
二
八
五
万
円

大
豆
乾
燥
調
整
施
設
の
建
設
に
対
し
助

成
し
ま
す
。

▼
な
が
お
か
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進

六
六
六
万
円

機
械
設
備
の
導
入
助
成
な
ど
を
し
ま
す
。

▼
な
が
お
か
産
農
産
物
の

消
費
拡
大

一
五
〇
万
円

な
が
お
か
産
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
米
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

平成14年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

Project 7 ＩＴ革命と構造変化に対応した産業の活力づくり 長岡の顔にふさわしい中心市街地のにぎわいづくり

▲中心市街地（平成13年８月20日） ▲歩行者天国　長岡ふれあい大広場で
（平成13年10月７日）

▲長岡デザインフェア2 0 0 1で行われたわん
ぱくけんちく工作まつりで（平成13年10月20
日・長岡造形大学）

▲チャレンジショップ「リード・ブロー」での銀粘土の体験講習で
チャレンジショップ運営事業は、商店経営をめざす若者たちが１年間実際にミニ店舗を経営して、
ノウハウを体得し、その後、本格的に中心市街地の空き店舗に出店してもらおうというものです。
昨年６月29日に、第２期生の４店舗がオープンしました。



Project 8

▼
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

六
三
六
万
円

環
境
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

環
境
家
計
簿
を
作
成
・
配
付
し
ま
す
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
購
入
（
環
境
に
配
慮

し
た
製
品
の
購
入
）
を
推
進
し
ま
す
。

▼
低
公
害
車
の
購
入

一
四
〇
〇
万
円

排
出
ガ
ス
中
の
環
境
汚
染
物
質
が
少
な

い
天
然
ガ
ス
仕
様
の
ご
み
収
集
車
を
一
台

購
入
し
ま
す
。

▼
資
源
循
環
型
社
会
形
成

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

推
進
　
　
　
　
　
　
七
一
三
万
円

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
新
聞
、
雑
誌
・
チ
ラ
シ
、
段
ボ

ー
ル
の
行
政
回
収
の
実
施

三
九
五
二
万
円

ご
み
の
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
月
一
回
実
施
し

ま
す
。

▼
電
動
生
ご
み
処
理
機
の

設
置
補
助

九
六
〇
万
円

一
般
家
庭
を
対
象
と
し
て
、
三
万
円
を

限
度
に
三
百
台
分
を
補
助
し
ま
す
。

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
私
立
認
可
保
育

所
二
カ
所
へ
の
設
置
を
補
助
し
ま
す
。

▼
学
校
給
食
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

の
実
施
（
新
規
）

八
一
九
万
円

学
校
給
食
か
ら
出
る
生
ご
み
を
回
収
、

乾
燥
処
理
し
て
飼
料
に
し
、
地
域
の
畜
産

家
へ
供
給
す
る
地
域
内
資
源
循
環
型
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
運
営

（
長
岡
地
区
衛
生
処
理
組
合
）

八
八
六
三
万
円

▼
ご
み
焼
却
余
熱
利
用
施
設

「
エ
コ
ト
ピ
ア
寿
」
の
運
営

八
〇
八
七
万
円

▼
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

八
九
八
万
円

市
内
の
五
つ
の
河
川
、
柿
埋
立
地
、
寿

・
鳥
越
ご
み
処
理
施
設
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
を
測
定
し
ま
す
。

▼
景
観
形
成
市
民
団
体
等
へ
の

助
成
（
新
規
）

二
〇
〇
万
円

都
市
景
観
の
形
成
に
取
り
組
む
市
民
団

体
等
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
緑
の
基
本
計
画
の
策
定二

〇
七
万
円

緑
地
の
保
全
と
緑
化
の
た
め
の
施
策
を

検
討
し
、
重
点
地
区
を
設
定
し
ま
す
。

▼
緑
化
の
普
及
・
啓
発二

七
四
八
万
円

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
十
周
年
記
念
「
市

民
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
（
仮
称
）」
や
花
い

っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
緑
化
の
た
め
、
街
路
植
栽
帯
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
推
進
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
雪
国
の
公
園
施
設
の

検
討
（
新
規
）

一
五
〇
万
円

冬
で
も
土
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
雪

国
の
公
園
の
モ
デ
ル
と
な
る
施
設
の
調
査

・
研
究
を
し
ま
す
。

▼
公
園
の
整
備

一
億
九
〇
六
万
円

ふ
れ
あ
い
緑
道
（
新
保
一
）、長
峰
公
園
、

川
崎
東
公
園
、
ア
ベ
ニ
ュ
ー
公
園
（
上
除

町
）
、
稲
場
公
園
（
関
原
町
一
）
を
整
備

し
ま
す
。

▼
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備

一
億
一
二
六
〇
万
円

水
道
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
（
旧
中
島
浄
水

場
ポ
ン
プ
棟
、
監
視
室
、
発
電
機
室
）
の

劣
化
修
復
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

推
進
（
新
規
）

二
二
八
万
円

公
園
の
樹
木
や
街
路
樹
の
せ
ん
定
枝
葉

を
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
都
市
雨
水
対
策
計
画
の
策
定

一
八
〇
〇
万
円

▼
市
町
村
合
併
に
関
す
る

調
査
・
検
討

二
九
七
万
円

長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会
を
開
催

し
ま
す
。

ま
た
「
市
町
村
合
併
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム（
仮
称
）」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
広
域
連
携
推
進
事
業
の
拡
充

八
五
七
万
円

長
岡
市
、
柏
崎
市
を
会
場
に
、
全
国
の

有
志
市
町
村
長
が
参
加
す
る
連
携
交
流
会

を
五
月
に
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
火
焔
型
土
器
が
多
数
出
土
し
て

い
る
長
岡
市
、
十
日
町
市
、
津
南
町
が
連

携
し
て
「
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会

（
仮
称
）」
を
新
た
に
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
立
ち
上
げ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

▼
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

七
一
七
万
円

長
岡
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
検
索
で
き
る「
な

が
お
か
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し

ま
す
。

▼
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
仮
称
）
の
開
設
（
新
規
）

六
〇
七
二
万
円

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
技
術
を
使
っ

た
花
火
立
体
映
像
シ
ス
テ
ム
を
市
民
セ
ン

タ
ー
五
階
に
開
設
し
ま
す
。

▼
西
部
丘
陵
地
（
ネ
オ
ト
ピ
ア

長
岡
）
の
整
備

三
五
四
万
円

暫
定
利
用
広
場
周
辺
の
花
壇
を
整
備
し
、

市
民
主
体
の
植
樹
「
縄
文
の
森
づ
く
り
」

を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ツ
見
学
会
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
な
ど
の
科

学
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
サ
マ
ー
ス
キ
ー
場
の
開
設

（
新
規
）

一
億
六
七
一
五
万
円

サ
マ
ー
ス
キ
ー
場
を
整
備
し
、
七
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▼
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

一
二
一
万
円

長
岡
東
西
道
路
と
信
濃
川
流
域
広
域
幹

線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

▼
国
際
交
流
の
推
進

三
五
七
八
万
円

長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広

場
」
で
各
国
文
化
紹
介
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
7
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
の
活
動
を

支
援
し
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
な
ど
と

の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

新
た
に
在
住
外
国
人
留
学
生
を
小
中
学

校
に
派
遣
す
る
「
世
界
が
先
生
―

国
際
人

育
成
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
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元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

平成14年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

Project 9 広域的な交流と連携によるまちづくり 人と自然にやさしい環境共生都市づくり

▲花いっぱいフェア2001で行われた花壇の
花植え（平成13年5月27日・宮内北公園）

▲ごみ焼却余熱利用施設「エコトピア寿」の
温水プール
このほか市では、下水処理の過程で発生す
る消化ガスを都市ガス化して活用しています。

▲ベネズエラウイークで（平成13年11月17日・地球広場）
地球広場では、国際交流イベントを企画・運営をする「地球市民の会」
のメンバーを募集しています。

▲市民センター１階のまちの情報コーナー
まちの案内人がイベントや観光情報などさ
まざまな情報を提供しています。
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を
一
七
〇
〇
人
以
下
に
抑
え
、
お

よ
そ
十
億
円
の
人
件
費
を
削
減

③
職
員
給
与
の
一
斉
昇
給
延
伸
の

効
果
で
、
お
よ
そ
十
億
円
の
人
件

費
を
削
減

④
未
利
用
や
長
期
間
貸
し
付
け
て

い
る
市
有
地
を
売
却
し
て
、
お
よ

そ
十
五
億
円
の
収
入
を
確
保

主
な
改
善
項
目
は
45

主
な
改
善
項
目
は
、
福
祉
総
合

窓
口
の
開
設
、
既
存
施
設
の
活
用

に
よ
る
児
童
館
の
開
設
（
五
ペ
ー

ジ
参
照
）、事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
を
は
じ

め
、
下
欄
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

体
制
、
保
育
所
の
一
部
民
営
化
、

家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
導
入
な
ど

は
、
改
革
の
方
向
を
検
討
し
、
方

針
を
定
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

不
断
の
改
革
に
努
め
ま
す

実
施
計
画
書
に
は
、
四
十
五
の

改
善
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
改
善
の

内
容
や
期
待
す
る
効
果
、
担
当
課

を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
の
基
本
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
が
創
意
工
夫
し
、
不
断
の
改

革
に
努
め
、
改
善
で
き
る
こ
と
は

順
次
追
加
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ス
ト
意
識
を
取
り
入
れ
た
改
革

三
　
よ
り
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市

役
所
・
職
員
と
な
る
た
め
の
改
革

四
　
市
民
力
が
発
揮
さ
れ
る
た
め

の
改
革

地
方
債
残
高
６
５
０
億
円

職
員
数
は
１
７
０
０
人
に

地
方
債
残
高
を
平
成
十
七
年
度

末
ま
で
に
お
お
む
ね
六
五
〇
億
円

に
削
減
し
、
次
の
取
り
組
み
で
四

〇
億
円
を
確
保
し
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
抜
本
的
見
直
し
で

五
億
円
を
節
減

②
事
務
事
業
の
見
直
し
や
業
務
の

委
託
・
民
営
化
な
ど
で
、
職
員
数

主
な
改
善
項
目
（
抜
す
い
）

・
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底

事
務
事
業
評
価
を
活
用
し
て
、
実
施
事
業
を
厳
選
し
ま
す
。

・
市
営
牧
場
を
含
む
東
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
有
効
活
用

市
営
牧
場
の
有
効
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

・
電
子
入
札
契
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

入
札
の
手
続
き
を
電
子
化
し
ま
す
。

・
家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
検
討

有
料
化
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

・
講
座
等
運
営
経
費
の
適
正
な
参
加
者
負
担

講
座
等
の
開
催
経
費
の
受
益
者
負
担
を
見
直
し
ま
す
。

（
基
本
姿
勢
３
）
も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と
役
立
つ

〜
よ
り
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
に
な
り
ま
す
〜

・
人
材
育
成
の
推
進

仕
事
に
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
を
育
て
ま
す
。

・
新
た
な
人
事
考
課
制
度
の
導
入

職
員
の
意
欲
と
活
力
を
引
き
出
す
人
材
育
成
型
の
制
度
を
導
入
し
ま

す
。

・
最
少
の
職
員
数
に
よ
る
効
率
的
な
市
役
所
の
実
現

平
成
13
年
度
の
１
、
７
５
３
人
を
17
年
度
ま
で
に
１
、
７
０
０
人
以

下
に
削
減
し
ま
す
。

・
意
欲
を
引
き
出
す
給
与
体
系
の
実
現

年
功
的
要
素
を
縮
小
し
、
職
務
給
を
基
本
と
し
た
運
用
に
転
換
。

納
得
性
・
透
明
性
の
高
い
給
与
制
度
に
し
ま
す
。

（
基
本
姿
勢
４
）
も
っ
と
一
緒
に
、
も
っ
と
柔
軟
に

〜
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
ま
す
〜

・
メ
ー
ル
版
市
政
だ
よ
り
の
発
行

・
広
聴
情
報
の
共
有
化
と
公
表

・
市
民
の
た
め
の
生
活
・
文
化
情
報
交
流
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
創
設

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
充
実

・
市
民
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
等
養
成
支
援

・
審
議
会
等
へ
の
公
募
制
の
拡
大

・
市
民
発
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

市
民
の
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
促
し
ま
す
。

・
地
域
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
制
度
の
創
設

・
学
校
施
設
等
の
有
効
活
用

体
育
施
設
の
ほ
か
に
会
議
室
や
特
別
教
室
等
を
開
放
し
ま
す
。

（
基
本
姿
勢
１
）
も
っ
と
便
利
に
、
も
っ
と
優
し
く

〜
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
〜

・
電
子
市
役
所
の
実
現

公
共
施
設
の
予
約
や
申
請
・
届
出
等
の
手
続
き
を
電
子
化
し
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・
通
学
区
域
の
弾
力
化
の
検
討

・
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
開
設

・
児
童
手
当
現
況
確
認
等
の
手
続
き
簡
素
化

・
繁
忙
期
の
窓
口
業
務
時
間
の
拡
大

・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

障
害
者
料
金
等
を
導
入
し
ま
す
。
学
校
完
全
週
５
日
制
に
対
応
し
、

児
童
館
な
ど
を
土
曜
日
の
午
前
中
か
ら
開
館
し
ま
す
。

（
基
本
姿
勢
２
）
も
っ
と
効
率
的
に
、
も
っ
と
徹
底
的
に

〜
や
り
く
り
上
手
に
な
り
ま
す
〜

・
財
政
運
営
上
の
目
標
値
の
設
定

地
方
債
残
高
を
平
成
17
年
度
末
ま
で
に
、
お
お
む
ね
６
５
０
億
円
に

し
ま
す
。

・
施
設
単
位
の
収
支
実
態
・
利
用
状
況
の
把
握
と
公
表

・
既
存
施
設
の
活
用
に
よ
る
児
童
館
の
開
設

未
整
備
の
学
区
に
既
存
施
設
を
活
用
し
て
、
早
期
に
整
備
し
ま
す
。

・
未
利
用
市
有
地
等
の
売
却
促
進

・
企
業
公
社
等
の
財
団
法
人
の
経
営
改
善

・
事
業
実
施
に
お
け
る
団
体
等
の
自
主
性
の
向
上

・
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し

食
肉
流
通
の
広
域
化
に
対
し
て
、
長
岡
市
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
明

ら
か
に
し
、
運
営
体
制
を
見
直
し
ま
す
。

・
国
県
事
業
の
代
替
地
取
得
業
務
の
協
力
範
囲
の
見
直
し

・
委
託
・
民
営
化
に
関
す
る
指
針
の
策
定
・
推
進

・
業
務
委
託
の
推
進

学
校
給
食
調
理
、
施
設
管
理
、
ご
み
収
集
業
務
な
ど
の
委
託
を
拡
大

し
ま
す
。

・
保
育
所
の
民
営
化
の
検
討

公
立
と
私
立
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、
一
部
民
営
化
を
検
討
し

ま
す
。

行
財
政
改
革
の
基
本
は

計
画
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら

十
七
年
度
ま
で
四
年
間
に
取
り
組

む
行
財
政
改
革
の
方
向
を
示
す
も

の
で
、
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画

「
後
期
基
本
計
画
」
の
実
現
を
支

え
る
も
の
で
す
。

「
市
民
が
主
役
の
行
政
運
営
」

「
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
」

を
基
本
と
し
、
次
の
四
つ
の
視
点

で
実
施
す
る
改
善
項
目
と
目
標
数

値
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

一
　
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
、
分

か
り
や
す
い
具
体
的
な
改
革

二
　
市
民
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
と
コ

行
財
政
改
善
推
進
計
画
案
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市民委員会のようす（2月15日、市役所大会議室）
「民間企業は大変厳しい」「民間と市職員とは厳しさの認識に差がある
のではないか」 委員の発言から
行財政改善推進市民委員会会長・原信一さん「委員会で委員は活発に
発言し、いい議論ができたと思います。また、市も適切に対応してく
れたと思います。改善する項目やそれを推進する部署も具体的に決め
ることができました。それをきちんと市民にお知らせし、実施してい
ただければありがたいと思います」

▲

第
二
次
長
岡
市
行
財
政
改
善
推
進
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
民
提
案
な
ど
を
受
け
、

市
民
委
員
会
や
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
検
討
し
て
き
た
も
の
で
す
。

計
画
書
を
市
役
所
一
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館

に
備
え
付
け
、
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
三

月
二
十
日
ま
で
に
行
政
管
理
課
1
39
・
２
２
０
８
へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
最
終
案
に
ま
と
め
、
三
月
末
に
開
催
す
る
市
民
委

員
会
に
諮
り
、
四
月
か
ら
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。

この６日間、午後７時15分まで窓口業務を延長し
ますので、ご利用ください。

窓口延長時間 午後７時15分まで
取り扱い業務 転出・転入などの住民異動届
窓口は2ヵ所 市役所１階の市民課、大手通りの市

民センター内市民サービスセンター
で実施します。

試行的取り組みにご意見を

受付時間の延長は、届出をするみなさんが分散し
て、「待ち時間が短縮できる」、「仕事帰りに手続が
できる」などのサービスの向上をめざすもので、行
財政改善推進計画のひとつです。
この取り組みは、どの程度の利用や効果があるか
を把握するために実施するものです。ご利用いただ
き、ご意見をお聞かせください。

市民課1３９･２２５０

３月27日D～29日F
４月１日B～３日D

市民課の窓口業務
２時間延長

◎ご意見は、〒９４０－８５０１　長岡市役所行政管理課

1３９・２２０８、FAX ３９・２２７７
Ｅメール gyoukan@city.nagaoka.niigata.jp へどうぞ。

ホームページのアドレス
www.city.nagaoka.niigata.jp/dpage/gyoukan/index.html
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二
月
六
日
、
長
岡
地
域
市
町

村
合
併
研
究
会
の
首
長
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。

合
併
に
向
け
た

ハ
ー
ド
ル
を
確
認

長
岡
、
見
附
、
栃
尾
、
中
之

島
、
越
路
、
山
古
志
、
小
国
、

三
島
の
八
首
長
が
出
席
し
た
会

議
で
は
、
合
併
す
る
際
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
重

要
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
は
長
岡
操
車
場
地
区

の
土
地
利
用
や
消
防
庁
舎
の
改

築
計
画
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。

各
市
町
村
か
ら
は
除
雪
や
医
療

体
制
、
道
路
や
下
水
道
の
整
備

な
ど
地
域
に
固
有
の
課
題
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
全
体
で
は
三

十
四
テ
ー
マ
六
十
九
項
目
。
合

併
後
も
継
続
し
た
い
事
業
や
水

準
を
維
持
し
た
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
中
心
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
方
向
で

八
市
町
村
が
合
併
す
る
と
し

た
場
合
、
合
併
で
誕
生
す
る
市

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
ど
う
設
定

す
る
の
か
。
市
町
村
に
よ
っ
て

は
サ
ー
ビ
ス
が
同
じ
で
も
住
民

負
担
に
差
が
あ
っ
た
り
、
ま
っ

た
く
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り

組
ん
だ
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
一
番
高

い
と
こ
ろ
に
合
わ
せ
た
ら
、
財

政
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
観

点
も
重
要
で
す
。

研
究
会
で
は
、
合
併
し
て
も

現
在
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
低
下
さ
せ
な
い
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ

れ
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
ル
は

い
ず
れ
も
克
服
可
能

首
長
会
議
の
席
上
、
森
市
長

は
「
今
回
報
告
さ
れ
た
六
十
九

項
目
は
い
ず
れ
も
克
服
可
能
な

ハ
ー
ド
ル
と
考
え
ま
す
。
長
岡

市
民
が
納
得
で
き
る
合
併
の
あ

り
方
が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま

す
。今

後
、
研
究
会
で
は
各
市
町

村
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
一
目
で

比
較
で
き
る
資
料
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

育
の
あ
り
方
と
し
て
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
り
た
い
と

い
う
熱
意
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ『
ま

ち
の
先
生
』
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
面
は
市
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
で

「
ま
ち
の
先
生
」
の
活
動
場
所

は
、
学
校
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
区
公
民
館
や
児
童
館
、
図
書
館

な
ど
の
施
設
を
は
じ
め
団
体
や
サ

ー
ク
ル
の
活
動
の
場
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

「
ま
ち
の
先
生
」
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な
指
導
・

話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼

を
受
け
た
ら
、
実
施
日
時
や
方
法
、

謝
金
の
有
無
な
ど
を
依
頼
者
と
相

談
し
て
決
め
、
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
ち
の
先
生
の
情
報
は
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
ま
と
め
、
市
の
施
設
に

置
く
ほ
か
、
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
生
涯
学
習
・
体
育
課
の
相
談

窓
口
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
「
ま
ち
の
先
生
」

を
広
く
紹
介
す
る
た
め
、
「
ま
ち

の
先
生
」
を
講
師
に
招
き
、
体
験

講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
ま
ち
の
先
生
」
は
指
導
分
野

や
過
去
の
実
績
、
資
格
等
を
問
い

ま
せ
ん
。

「
個
人
で
は
な
く
、
団
体
で
登

録
し
た
い
」
「
市
内
全
域
に
は
出

掛
け
ら
れ
な
い
が
、
川
東
地
区
な

ら
…
」
「
子
ど
も
を
対
象
に
教
え

た
い
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
希
望

に
応
じ
た
登
録
が
で
き
ま
す
。

上
欄
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
生
涯
学
習
・
体
育
課
1
32
・

５
１
１
０
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

う
し
た
取
り
組
み
は
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
総

合
学
習
が
本
格
実
施
に
な
り
、
地

域
の
指
導
者
へ
の
ニ
ー
ズ
は
よ
り

高
ま
り
ま
す
。

地
域
の
指
導
者
の
み
な
さ
ん
を

学
区
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
よ
そ

の
地
区
に
も
紹
介
で
き
れ
ば
長
岡

市
民
共
通
の
財
産
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
た
ち
の
力
を
借
り
、

生
か
し
て
い
く
こ
と
は
長
岡
の
教

を
持
つ
人
が
「
ま
ち
の
先
生
」
で

す
。年

間
に
二
百
五
十
人
も
の
地
域

の
み
な
さ
ん
を
指
導
者
と
し
て
迎

え
て
い
る
阪
之
上
小
学
校
の
神
林

校
長
は
、「
学
校
も
地
域
と
い
っ

し
ょ
に
子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
っ

て
い
く
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
地

域
の
力
が
活
用
さ
れ
れ
ば
、
学
校

で
の
教
育
が
広
が
っ
た
り
、
深
ま

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
そ

「
ま
ち
の
先
生
」
と
は

野
菜
や
米
づ
く
り
な
ど
の
経
験

が
あ
り
指
導
で
き
る
、
ス
キ
ー
や

野
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
が
で

き
る
、
昔
の
遊
び
を
教
え
ら
れ
る
、

野
や
山
な
ど
自
然
の
楽
し
み
方
を

知
っ
て
い
る
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
自
ら
の

経
験
や
知
識
・
技
術
な
ど
を
学
習

活
動
に
生
か
し
た
い
と
い
う
情
熱

長
岡
市
は
、
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
「
ま
ち
の
先
生
」
を
開
設
し

ま
す
。
「
ま
ち
の
先
生
」
は
、
さ
ざ
ま
な
経
験
や
知
識
・
技
術
な
ど

自
ら
の
学
習
成
果
を
学
校
の
授
業
や
公
民
館
の
講
座
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
活
動
に
役
立
て
た
い
と
い
う
熱
意
を
持
つ
人
や
団
体
で
す
。

人
材
バ
ン
ク
は
「
ま
ち
の
先
生
」
を
登
録
し
、
そ
の
情
報
を
提
供

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

五
月
か
ら
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
た
だ
い
ま
「
ま
ち
の
先
生
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
先
生
」
を

募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
経
験
や
特
技
を

生
か
し
て
く
だ
さ
い

対象＝自らの知識、経験を生かして市民に対し、
さまざまな学習活動を指導できる人や団
体（指導分野を問いません）

登録内容＝氏名（団体名）、 住所、電話番号、
指導内容、謝金等（住所、電話番号はガ
イドブックには掲載しません。利用希望
者には、生涯学習・体育課から情報提供
します）

登録方法＝４月１日bまでに生涯学習・体育課
へどうぞ。申し込み用紙は、市役所１階
情報ラウンジ、ながおか市民センター、
各地区公民館・コミュニティセンター、
生涯学習・体育課にあります。

問い合わせ＝生涯学習・体育課1３２･５１１０
Eメール syougai@city.nagaoka.niigata.jp

「まちの先生」大募集 阪之上小学校の地域総合学習の時間
１、２年生のグループに「杉だま鉄砲の遊び」を自宅で指導する高橋清次さん

（平成13年10月16日）
「まず、道具を使って遊ばせます。楽しさを味わってもらってから作ってみ
せました」自然が大好きだという高橋さんは、この時間のために笹だけを山
へ切り出しにいったりして材料をそろえ、「子どものころ自然の中で遊んだ
こと、自分の子ども時代はこうだったと伝えられれば…。うまくはできない
かも知れないが、これからも機会があれば」と意欲的です。
写真左が１年生の金山竜也さんに手を添える高橋さん。右は高橋さんのお孫
さんで２年生の陸さん

おひさま文庫の工作「おひなさま作り」
（希望が丘児童センター・２月16日）

毎月第１・第３土曜日の午後に活動する「おひさま文庫」は、平成
３年９月から活動を始めたグループ。もともと子どもを本好きにし
たいと読み聞かせをしていたが、今は工作が主体。「メンバーは、同
じ幼稚園でお迎えにいっていた仲間です。子どもが大きくなって勤
めに出たりで、実働メンバーは３人ほど。月２回の活動が精一杯で
すが、今後も活動を続けたい」と代表の田島明美さん。
「指導というより、子どもたちと一緒に楽しんでいます」講師役を
務めた小池裕美さん（写真中央）。左から希望が丘小３年生の大川幸
恵さん、丸山空見さん。右は２年生の中村海月さん

▲

動
き
始
め
た
市
町
村
合
併

そ
の
２
　
第
２
回
首
長
会
議
の
報
告

▲
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歴
史
上
の
人
物
役

20
人
を
公
募
し
ま
す

―
越
後
長
岡
時
代
行
列
が
候
補
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
行
列
に
な
り
ま
す
か
？

歴
史
上
、
長
岡
に
か
か
わ
っ
た
人
物
を
取
り

入
れ
、
時
代
を
追
っ
て
行
列
し
た
ら
ど
う
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
長
尾
景
虎
、
堀
直
竒
、
歴
代

長
岡
藩
主
、
河
井
継
之
助
、
も
ち
ろ
ん
米
百
俵

の
小
林
虎
三
郎
、
三
島
億
二
郎
な
ど
明
治
時
代

ま
で
の
人
物
二
十
人
ほ
ど
で
す
。

武
者
行
列
で
は
、
殿
役
と
姫
役
の
二
人
し
か

公
募
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
時
代
行
列
で
は
二
十
人
す

べ
て
を
公
募
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

武
者
行
列
に
は
毎
年
、
五
百

人
を
超
え
る
み
な
さ
ん
が
兄
弟

や
家
族
、
学
校
あ
る
い
は
町
内

会
単
位
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
練
り
歩
く
、
数
少
な

い
催
し
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
グ
ル
ー
プ
が
参
加
で
き
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

四
季
の
ま
つ
り
の

ひ
と
つ
に

―
秋
に
開
催
す
る
理
由
は
？

米
の
収
穫
を
考
え
れ
ば
、
や

は
り
秋
だ
と
思
い
ま
す
。
行
列

に
参
加
す
る
市
民
の
ほ
か
に
も
、
農
業
関
係
者

や
商
業
関
係
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
開
催
で
き

れ
ば
、
収
穫
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
有
意
義
な
ま

つ
り
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
河
井
継
之
助
の
慰
霊
祭
の
時
期
に
合

わ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
実
施
期
日

は
十
月
第
一
土
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
五
日
に
な
り
ま
す
。

単
な
る
歴
史
ま
つ
り
で
は
な
く
、
菊
花
展
や

市
展
な
ど
の
秋
ま
つ
り
ま
で
一
ヵ
月
間
続
く
大

き
な
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
よ
う
な
も
の

に
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

「
米
百
俵
ま
つ
り
」
を
育
て
る
た
め
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

―
準
備
の
日
程
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

六
月
こ
ろ
に
は
「
米
百
俵
ま
つ
り
」
の
内
容

を
決
定
し
、
八
月
に
は
歴
史
上
の
人
物
役
を
公

募
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

米
百
俵
を
生
み
出
し
た
長
岡
の
歴
史
を
考
え

る
よ
い
機
会
と
な
る
よ
う
な
ま
つ
り
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
が
い
い
思
い
出
に
で
き
る
ま
つ
り
。

全
国
に
長
岡
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
ま
つ
り
。
ど
う
し

た
ら
そ
ん
な
ま
つ
り
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
お
待
ち
し
ま
す
。

「
米
百
俵
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
、

長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
1
32
・
１

１
８
７
へ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

育
て
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
観
客

を
武
者
行
列
に
集
中
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。

―
ま
つ
り
に
は
「
米
百
俵
」
の
名
前
が
つ
き
ま

す
ねそ

も
そ
も
武
者
行
列
は
「
米
百
俵
の
儀
」
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
「
米
百
俵
」
に
重
き
を
置
い

て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
ま
た
ま
昨
年
、「
米
百
俵
の
精
神
」
が
全
国

で
話
題
と
な
っ
た
こ
と
も
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

長
岡
を
掘
り
下
げ
、
歴
史
的
な
も
の
を
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
武
者
行
列

で
は
な
し
に
、
歴
史
ま
つ
り
に
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

武
者
行
列
を

独
立
し
た
ま
つ
り
に
し
た
い

―
発
案
の
き
っ
か
け
や
経
緯
を
う
か
が
い
ま
す
。

武
者
行
列
を
始
め
て
か
ら
昨
年
で
十
六
年
が

た
ち
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

武
者
行
列
は
長
岡
ま
つ
り
の
昼
行
事
の
一
つ
で

あ
り
、
他
の
行
事
と
重
な
っ
た
り
、
夜
に
は
花

火
が
あ
り
、
一
緒
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
面
も

あ
り
ま
し
た
。

二
年
ほ
ど
前
、
長
岡
ま
つ
り
を
考
え
る
会
が

で
き
て
、
長
岡
ま
つ
り
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
武
者
行
列
の
良
い
部
分
を

生
か
し
、
力
を
入
れ
ら
れ
る
大
き
な
ま
つ
り
に

長
岡
ま
つ
り
昼
行
事
の
一
つ
「
武
者
行
列
」
を
独
立
さ
せ
、
「
越
後
長
岡
時
代
行
列

米
百
俵
ま
つ
り
」
と
し
て
秋
に
開
催
し
よ
う
と
い
う
企
画
が
長
岡
ま
つ
り
企
画
推
進
委

員
会
武
者
行
列
部
会
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
米
百
俵
ま
つ
り
」
と
は
、
ど
ん
な
ま
つ
り
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
心
と
な
っ
て
企
画
を
検
討
し
て
い
る
武
者
行
列
部
会
の
部
会
長
、
廣
井
晃
さ
ん
に

う
か
が
い
ま
し
た
。

「
越
後
長
岡
時
代
行
列

米
百
俵
ま
つ
り
」

武
者
行
列
の
成
果
を
引
き
継
ぎ

新
し
い
ま
つ
り
を
大
き
く
育
て
た
い

「米百俵の儀」
支藩三根山藩から送られた米百俵を受け取り、平和

を求め、教育に尽力することを宣言する。
昨年は、このあと「米百俵の演技」が行われた。

▲

廣井晃さん
昨年、武者行列部会の３代目の部会長
に就任。「16回を数える武者行列の成果
を引き継ぎ、次につなげたい」「まずは
第１回を成功させたい」と廣井さんは、
みなさんの熱気あふれる協力を待ってい
ます。

▲

と
　
き

10
月
５
日
g

昼
か
ら
午
後
６
時
30
分
こ
ろ
ま
で

と
こ
ろ

大
手
通
り
に
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
、
ス

ズ
ラ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
通
り
も
使
っ

て
行
列
が
行
進
す
る
。

行
進
の
形
態

源
平
の
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま

で
の
隊
列
を
組
み
、
市
内
各
地
か
ら

大
手
通
り
に
向
け
て
パ
レ
ー
ド
す
る
。

夕
刻
、
か
が
り
火
の
な
か
で
米
百
俵

の
舞
台
演
技
を
行
い
、
歴
史
の
ひ
と

コ
マ
を
演
出
す
る
。

舞
台
演
技
は
米
百
俵
だ
け
で
は
な
く
、

小
千
谷
慈
眼
寺
で
の
会
談
な
ど
も
再

現
す
る
。

演
　
出

時
代
ご
と
に
衣
装
を
変
え
、
行
列
に

変
化
を
持
た
せ
る
。

行
列
が
大
手
通
り
に
到
着
す
る
ま
で

の
間
、
大
手
通
り
周
辺
で
は
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
米
を
中
心
と
し
た
農

産
物
の
販
売
、
新
米
の
炊
き
出
し
な

ど
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
江
戸
村
を
再
現
す
る
な
ど
誘

客
を
は
か
る
。

参
加
者

行
列
の
参
加
者
は
、
武
者
行
列
の
と

き
と
同
様
に
地
区
や
学
校
単
位
な
ど

広
く
呼
び
か
け
る
。
行
列
の
中
心
人

物
役
20
人
程
度
は
公
募
す
る
。

越
後
長
岡
時
代
行
列
米
百
俵
ま
つ
り

〜
企
画
案
〜

コラム�
  ひと�

⑨

昨年の武者行列のようす
武者行列は、市制施行80周年の1986年（昭和61）にス

タートした。学校、職場、町内会などの単位で毎年500
人以上が参加する。
旗ざしものに表示される名前は、藩主の牧野忠訓や河
井継之助などを除き、安田多膳、萩原要人などの家臣の
名前は一般になじみが薄く、市外の観客へのアピール度
が低いという指摘もある。

▲



プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
植
え
を
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
レ
ー
ト
を
つ
く

り
ま
す
。
ま
た
、
新
設
す
る
花

文
字
の
お
披
露
目
も
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
20
日
g
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
駅
前
広
場
　
定
員
＝
２
０
０

人
　
申
し
込
み
＝
３
月
25
日
b

ま
で
に
公
園
緑
地
課
内
花
い
っ

ぱ
い
フ
ェ
ア
開
催
協
議
会
事
務

局
へ

●３
花
と
緑
の
教
室
（
無
料
）

「
ク
ン
シ
ラ
ン
の
育
て
方
」

日
時
＝
４
月
６
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
　
講
師
＝
小
林
正
夫
さ
ん

（
市
政
だ
よ
り
「
園
芸
教
室
担

当
」）

定
員
＝
70
人
　
申
し

込
み
＝
４
月
３
日
d
ま
で

〜
８
時
（
８
月
は
休
み
、
計
20

回
）

定
員
＝
35
人
　
参
加
料

＝
４
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

３
月
13
日
d
〜
17
日
a

公
園
緑
地
課
1
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●１
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
募
集

活
動
を
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア

な
ど
で
紹
介
し
、
優
秀
な
団
体

を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
＝
花
づ
く
り
を
通
し
て
学

校
や
地
域
の
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
（
業
者
に
管
理
を

委
託
し
て
い
る
団
体
は
除
く
）

申
し
込
み
＝
３
月
25
日
b
ま
で

に
所
定
の
用
紙
で
公
園
緑
地
課

内
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
開
催
協

議
会
事
務
局
へ
（
８
月
30
日
ま

で
に
花
づ
く
り
の
活
動
状
況
な

ど
の
提
出
が
必
要
）

●２
市
民
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り

参
加
者
募
集

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
10
周
年

と
「
み
ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い
」

の
開
催
を
記
念
し
て
長
岡
駅
前

広
場
で
市
民
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く

り
を
開
催
し
ま
す
。

■
女
声
合
唱
団
み
つ
葉
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
３
月
23
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
曲
目
＝

「
女
の
愛
と
生
涯
」「
巴
里
小
曲
集
」

ほ
か
　
客
演
＝
中
沢
桂
さ
ん
（
ソ
プ

ラ
ノ
）

入
場
料
＝
１
、０
０
０
円

□問
石
川
さ
ん
1
35
・
３
５
１
８

■
羽
田
健
太
郎
チ
ャ
リ
テ
ィ

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
４
月
９
日
c
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
５
、５
０
０
円
　
□問
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
岡
・
小
川
さ
ん
1

37
・
１
１
６
６

■
春
休
み
親
子
手
話
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
23
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

対
象
＝
小

学
生
の
親
子
30
組
　
□申
３
月
16
日
g

ま
で
に
長
岡
市
手
話
サ
ー
ク
ル
・
佐

藤
さ
ん
1
・
FAX
35
・
５
０
６
１
へ

■
初
心
者
の
た
め
の
手
話
講
演
と

手
話
講
習
会
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
24
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
定
員
＝
１
５
０
人
　
□申
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
住
所
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
（
フ
ァ
ク
ス
）
番
号
を
、
返
信

の
表
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
〒
９

５
０
―

０
１
２
１
中
蒲
原
郡
亀
田
町

向
陽
１
の
９
の
１
6
新
潟
県
聴
覚
障

害
者
協
会
「
初
心
者
の
た
め
の
手
話

講
演
と
手
話
講
習
会
」
へ
　
□問
1
・

FAX
０
２
５
・
３
８
１
１
・
４
６
９
９

■
南
友
会
ダ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
宮
内
公
民
館

会
費
＝
月
１
、５
０
０
円

□問
笠
原
照

子
さ
ん
1
36
・
０
７
５
９

■
洋
画
・
水
墨
画
８
人
展
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
６
日
d
〜
11
日
b
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
11
日
は
正
午
ま

で
）

会
場
＝
東
北
電
力
ら
ぷ
ら
す

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
□問
水
橋
さ
ん
1
46
・

３
８
３
５

■
ま
ち
お
こ
し
セ
ミ
ナ
ー「
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
」

日
時
＝
３
月
14
日
e
午
後
６
時
〜
７

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所

講
師
＝
㈱
情
報
伝
達
研
究
所
代
表
取

締
役
・
渡
辺
厚
さ
ん
　
定
員
＝
50
人

参
加
料
＝
無
料
　
□申
３
月
12
日
c
ま

で
に
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
1
32
・
１
１
８
７

■
日
独
共
同
映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）

「
舞
姫
」（
郷
ひ
ろ
み
主
演
）

日
時
＝
３
月
17
日
a
午
前
11
時
〜
午

後
１
時

会
場
＝
中
央
図
書
館

□問

長
岡
日
独
協
会
・
眞
保
さ
ん
1
66
・

０
５
４
４

■
消
費
者
協
会
公
開
学
習
会(

無
料)

「
長
岡
野
菜
に
つ
い
て
の
お
話
」

日
時
＝
３
月
19
日
c
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
　
講
師
長
岡
中
央
青
果
㈱
社
長
・

鈴
木
圭
介
さ
ん
　
□申
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
内
消
費
者
協
会
事
務
局
1
32
・

０
０
２
２

■
建
築
文
化
講
演
会
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
22
日
f
午
後
４
時
〜
５

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所

演
題
＝
「
外
断
熱
耐
久
１
０
０
年
日

本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
の
大
解

体
・
大
暴
落
時
代
が
や
っ
て
来
た
」

講
師
＝
㈱
日
本
省
エ
ネ
建
築
物
理
総

研
・
江
本
央
さ
ん

□申
長
岡
商
工
会

議
所
1
32
・
４
５
０
０

ン
タ
ー
へ
（
申
し
込
み
は
１
家

族
１
枚
、
多
数
の
場
合
抽
選
）

●２
「
お
こ
わ
だ
ん
ご
」
加
工

日
時
＝
３
月
27
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
定
員
＝
20
人

参
加
料
＝
４
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
３
月
10
日
a
午
前
９
時
か

ら
科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

●１
冬
鳥
さ
よ
な
ら
探
鳥
会

日
時
＝
３
月
17
日
a
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
　
集
合
＝
大
手
大

橋
東
詰
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一

般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
観
察
用
具
　
申

し
込
み
＝
３
月
14
日
e
ま
で

●２
昆
虫
お
も
し
ろ
教
室(

無
料)

ス
ラ
イ
ド
と
標
本
で
、
や
さ

し
く
昆
虫
を
学
び
ま
す
。

４
月
か
ら
の
野
外

観
察
会
の
打
ち
合
わ

せ
も
行
い
ま
す
。

直
接
集
合
場
所
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
17
日
a
午
前
10
時

〜
正
午
　
集
合
＝
科
学
博
物
館

展
示
室
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

中
央
公
民
館
1
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

●１
「
高
齢
者
趣
味
の
教
室
」

公
開
講
演
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

①
「
歌
の
本
家
・
分
家
」

日
時
＝
３
月
13
日
d
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
市

立
劇
場
　
講
師
＝
歌
謡
曲
研
究

家
・
笠
原
誠
さ
ん

②
「
人
生
20
万
時
間
を
楽
し
く
」

日
時
＝
４
月
10
日
d
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
市

立
劇
場
　
講
師
＝
新
潟
県
健
康

開
発
財
団
・
荒
木
快
英
さ
ん

●２
「
越
後
三
山
・
駒
ケ
岳

よ
も
や
ま
話
」（
無
料
）

日
時
＝
３
月
25
日
b
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
　
講
師
＝
越
後
三
山
・
駒

ケ
岳
駒
ノ
小
屋
・
米
山
孝
志
さ

ん
　
内
容
＝
越
後
三
山
の
魅
力

や
四
季
の
移
ろ
い
に
つ
い
て

定
員
＝
１
０
０
人
　
申
し
込
み

＝
３
月
11
日
b
か
ら

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

1
36
・
7
2
0
0

●
趣
味
創
作
教
室(

盆
栽
教
室)

日
時
＝
４
月
18
日
〜
10
月
10
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分

市役所　　  幸町2の1の1 　35・1122
●特に記載のないものは、電話、FAX、Eメールで�
　申し込んでください。先着順で受け付けます。�

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�

長岡市ホームページアドレス

催  
し�

21 20

3/16Gチケット発売
■ユニオン ツール・クラシックプログラム
星のどうぶつたち
日時＝6月16日a午後２時から　会場＝リ
リックホール 出演＝仲道郁代さん（ピ
アニスト） 料金＝全席自由一般１,０００
円、４歳～中学生５００円（当日各２００円増）
好評発売中！
■わらべ唄と影絵
日時＝３月10日a午後２時から　会場＝リリックホール　料金＝全
席自由大人８００円、５歳～中学生２００円
■ヴェルディ「レクイエム」長岡演奏会（市民企画公募型事業）
日時＝４月29日-午後３時開演　会場＝市立劇場　料金＝全席指定
Ａ席５,０００円、Ｂ席４,０００円、Ｃ席３,０００円（当日各５００円増）
青少年招待＝50人（４月10日dまで）
■第九２００２演奏会（市民企画公募型事業）参加者募集
ベートーヴェンの第九演奏会にコーラス（指導は福島章恭さん）
やオーケストラ（指導は磯部省吾さん）で参加しませんか。
公演日＝12月８日a 会場＝市立劇場　指揮＝磯部省吾さん　参加
料＝一般１０,０００円、大学生５,０００円（高校生以下無料）応募締切
＝５月10日f

■夏休みこどもステージ(仮称)実行委員募集
８月17日gにリリックホールで特別イベントを実施します（イベ
ントの中心は「月猫えほん音楽会」です）。このイベントの企画・
運営を行う実行委員を募集します。
応募条件＝高校生以上で、月に２回程度の打ち合わせ（午後７時～
９時）に参加できる人（１回目は３月26日c午後７時～９時） 募
集人数＝10～15人程度　託児＝有（要申し込み） 応募締切＝３月
20日d

みどりの愛護のつどい長岡大会
参加者募集

緑豊かで、うるおいのある住みよい環境づくりを推
進するために全国で開催されている「みどりの愛護の
つどい」が長岡で開催されます。このつどいの参加者
を募集します。
日時＝４月27日g午前９時30分～午後０時50分　
会場＝国営越後丘陵公園・緑の千畳敷　
内容＝式典、功労者表彰、記念植樹など（平成12年の
つどいには、皇太子殿下、同妃殿下が臨席されま
した）

募集人数＝１,２００人（先着順）
申し込み＝往復はがきの往信の裏に参加希望者全員の
住所、氏名、年齢、性別、電話番号、当日の来園
方法（自家用車での来園はできません）①厚生会
館前からの送迎バス（有料）希望②千秋が原臨時
駐車場からの送迎バス（有料）希望③その他（具
体的に）のいずれかを記入し、返信の表に代表者
の郵便番号、住所、氏名を記入して〒９４０－８５０
１長岡市役所公園緑地課へ（申し込みは１枚で５
人まで）

お願い＝当日は混雑が予想されます。厚生会館前から
のバス（来園方法①）をご利用ください。送迎バ
ス用の臨時駐車場は数に限りがあります。臨時駐
車場までは、乗り合わせておいでください。
入園の際には、手荷物検査などがあります（大き
な荷物は持ち込めません）。また当日は、入退園
時刻や公園内での行動範囲が限られます。
参加者の名簿を公表する場合があります。

問い合わせ＝公園緑地課1３９・２２３０

入園料、駐車料は無料です。
日時＝３月９日g、10日a午前９時30分～午後４時30
分（10日は午後３時30分まで） 会場＝暖の館　内容
＝雪割草の展示、雪割草写真展、栽培相談、即売コー
ナー（苗・資材・書籍）
休園のお知らせ
３月11日b～４月12日fは、春の準備作業のため休
園します。４月13日gから営業を再開します。
問い合わせ＝越後公園管理センター1４７・８００１

▲仲道郁代さん

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
5
3
6
0

●１
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
体
験
を

し
ま
せ
ん
か

植
え
付
け
＝
４
月
14
日
a
午
前

９
時
〜
正
午
　
収
穫
＝
６
月
29

日
g
・
30
日
a
の
ど
ち
ら
か
（
ほ

か
に
除
草
、
土
寄
せ
等
の
作
業

あ
り
。
収
穫
し
た
い
も
は
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
）

定
員
＝
25

家
族
（
１
家
族
33
株
く
ら
い
）

参
加
料
＝
１
家
族
１
、５
０
０
円

申
し
込
み
＝
３
月
15
日
f
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
じ
ゃ
が
い
も
栽
培
体
験
希

望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
、
〒

９
４
０
―

０
８
２
１
栖
吉
町
３

６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

講演会「人間形成は食生活から」
「粗食のすすめ」などの著作で知られるフーズ＆
ヘルス研究所の幕内秀夫さんが日本人の「食」と

「農」について講演します。直接会場へどうぞ。

日時＝３月６日d午後３時～５時

会場＝パストラル長岡（今朝白２）
問い合わせ＝農林政策課1３９・２２２４

(財)長岡市芸術文化振興財団ガイド 129・7711

syougai@
city.nagaoka.nii

gata.jp

国営越後丘陵公園　雪割草まつり'02

昨年、優秀賞を受賞した桂小
学校の活動のようす
▲
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■
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
校
交
換
留
学
生
歓
迎
会

日
時
＝
４
月
７
日
a
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
会
場
＝
神
田
公
民
館
　
参

加
料
＝
３
０
０
円
　
□申
Ａ
Ｆ
Ｓ
長
岡
支

部
・
須
藤
さ
ん
1
・
FAX
35
・
４
２
２
２

■
長
岡
市
親
善
卓
球
大
会
（
団
体
）

日
時
＝
３
月
21
日
-
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館
　
種
目
＝
①
一

般
・
高
校
男
子
②
中
学
生
以
下
男
子

③
一
般
・
高
校
女
子
④
中
学
生
以
下

女
子
　
試
合
形
式
＝
４
シ
ン
グ
ル
、

１
ダ
ブ
ル
ス
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
（
ダ

ブ
ル
ス
は
３
番
で
、
１
、
２
番
出
場

の
選
手
同
士
の
ダ
ブ
ル
ス
出
場
は
不

可
、
ゼ
ッ
ケ
ン
着
用
）

参
加
料
（
当

日
に
）
＝
社
会
人
を
含
む
チ
ー
ム
…

３
、０
０
０
円
、
高
校
生
チ
ー
ム
…
２
、

５
０
０
円
、
中
学
生
チ
ー
ム
…
１
、５

０
０
円
　
□申
３
月
８
日
f
ま
で
に
市

民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
、
FAX
34

・
２
８
０
８
へ
フ
ァ
ク
ス
で

■
中
国
茶
を
楽
し
む
会

日
時
＝
３
月
30
日
g
午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

□申
マ
イ
ス

キ
ッ
プ
編
集
長
・
渡
辺
さ
ん
へ
FAX
47

・
８
３
３
８
か
Ｅ
メ
ー
ルchiga@
h

appi.gr.jp

で

■
長
岡
少
年
少
女
囲
碁
大
会（
有
料
）

と
入
門
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
23
日
g
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
　
□問
星

勲
さ
ん
1
35
・
４
５
２
２

■
囲
碁
初
心
者
講
座

日
時
＝
４
月
６
日
〜
７
月
27
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
１
時
か
ら
（
計
17
回
）

定
員
＝
20
人
　
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）
＝
大
人
１
０
、０
０
０
円
、

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

高
校
生
以
下
５
、０
０
０
円
　
会
場
・

□申
＝
３
月
31
日
a
ま
で
に
日
本
棋
院

長
岡
支
部
（
大
手
通
２
）
1
・
FAX
35

・
４
３
０
５
へ

■
い
け
ば
な
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

日
時
＝
毎
月
第
２
、
４
火
曜
日
①
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
②
午
後
７

時
〜
９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

会
費
＝
月
１
、０
０
０
円
（
他
に
花
材

費
は
実
費
）

□申
３
月
25
日
b
ま
で

に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
時
間
、
紹
介

事
項
を
、
返
信
の
表
に
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
〒
９
４
０
―

０
０
３
６
愛

宕
３
の
５
の
２
小
野
田
フ
ミ
さ
ん
へ

■
初
心
者
対
象
観
世
流
謡
曲
教
室

日
時
＝
４
月
〜
来
年
３
月
末
の
毎
月

第
１
、
２
、
３
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円（
謡
本
代
は
別

途
）

□申
観
興
会
・
佐
藤
昭
さ
ん
1

35
・
５
０
６
１

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

●１
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
３
月
13
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
安
藤
み

き
え
作
「
天
の
シ
ー
ソ
ー
」

会
場
＝
中
央
図
書
館

●２
読
者
の
つ
ど
い

日
時
＝
３
月
15
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
宮
脇
俊

三
著
「
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
の
終
点

へ
」

会
場
＝
互
尊
文
庫

●３
講
演
会
「
新
選
組
の
話
」

日
時
＝
３
月
22
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
15
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
　
講
師
＝
直
木
賞
作
家
・

北
原
亞
以
子
さ
ん
　
定
員
＝
１

９
０
人
　
申
し
込
み
＝
電
話
ま

た
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

●４
講
演
会
「『
と
な
り
の
せ
き
の

ま
す
だ
く
ん
』
シ
リ
ー
ズ
に

つ
い
て
」

日
時
＝
３
月
24
日
a
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
　
講
師
＝
絵
本
作
家
・
武

田
美
穂
さ
ん
　
定
員
＝
１
９
０

人
　
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

カ
ウ
ン
タ
ー
で
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

●５
小
学
生
の
た
め
の

お
は
な
し
会

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
28
日
e
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
　
内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
お
は
な
し
な
ど

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

●１
子
ど
も
映
画
劇
場

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
17
日
a
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分
　
内
容
＝
ア

ニ
メ
「
花
咲
か
爺
さ
ん
　
一
寸

法
師
　
さ
る
か
に
合
戦
」、「
お

に
が
わ
ら
　
や
ま
あ
ら
し
が
や

っ
て
き
た
」

●２
春
休
み
将
棋
大
会

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法

を
決
定
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
26
日
c
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学
生

申
し
込
み
＝
３
月
17
日
a
ま
で

３
月
26
日
c
〜
４
月
７
日
a

（
休
館
日
を
除
く
）
ま
で
の
春

休
み
中
の
利
用
時
間
は
、
科
学

コ
ー
ナ
ー
…

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５

時
、
温
水
プ

ー
ル
…
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
…
午
前
11
時
・
午
後
１

時
30
分
・
３
時
20
分
の
３
回
で

す
。ま

た
、
こ
の
間
、
高
校
生
以

下
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
入
場

料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

開
館
時
間
内
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

開
館
時
間
＝
平
日
・
土
曜
…
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
、
日
曜
・

祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

30
分

☆
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
☆

問
い
合
わ
せ
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
1
39
・
２
７
４
６

●
い
ろ
い
ろ
見
え
て
く
る
女
の

ミ
ニ
コ
ミ
「
マ
イ
マ
イ
族
」

発
刊
40
号
記
念
表
紙
展

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て

い
る
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
マ
イ
マ
イ

族
」
の
表
紙
展
で
す
。

期
間
＝
３
月
16
日
g
〜
24
日
a

☆
ち
び
っ
こ
広
場
☆

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

●１
人
形
劇

「
3
び
き
の
こ
ぶ
た
」

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ん
ち

ゃ
か
ち
ゃ
」
に
よ
る
人
形
劇
や

親
子
で
楽
し
め
る
手
遊
び
な
ど

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
16
日
g
午
後
２
時

か
ら
　
申
し
込
み
＝
３
月
12
日

c
ま
で
に
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務

室
へ
電
話
で

要
で
す
。
市
役
所
４
階
国
際
文

化
課
、
地
球
広
場
、
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
ど
う
ぞ
）

☆
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☆

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

●１
中
越
高
校
写
真
部
作
品
展

期
間
＝
３
月
13
日
d
〜
18
日
b

●２
の
び
の
び
明
る
い
写
経
展

期
間
＝
３
月
20
日
d
〜
25
日
b

●３
現
代
押
し
花
ア
ー
ト
展

期
間
＝
３
月
27
日
d
〜
４
月
１

日
b●１

〜
●３
の
最
終
日
の
展
示
は
、

午
後
３
時
ま
で
で
す
。

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
の
ぞ
い

て
み
よ
う

期
日
＝
①
３
月

27
日
d
②
３
月

28
日
e

時
間

＝
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

内
容
＝
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
対
象
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
体
験
　
会
場
＝
３
階
３
０

１
会
議
室
　
定
員
＝
各
10
人（
①

②
内
容
同
じ
）

申
し
込
み
＝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
32
・
０

０
２
２

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
（
無
料
）
1
39
・
2
7
6
3

●２
子
育
て
講
座

「
絵
本
と
親
し
も
う
」

絵
本
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
絵
本
の
楽
し
さ
や
お
も
し

ろ
さ
を
親
子
で
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
19
日
c
午
前
11
時

か
ら

●３
相
談
窓
口

母
子
の
健
康
や
子
育
て
に
関

す
る
悩
み
、
子
ど
も
と
の
接
し

方
な
ど
に
つ
い
て
母
子
保
健
推

進
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
３
月
14
日
e
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

☆
地
球
広
場
☆

問
い
合
わ
せ
＝
地
球
広
場
1
39

・
２
７
１
４

●１
ベ
ト
ナ
ム
ウ
イ
ー
ク

民
族
衣
装
の
ア
オ
ザ
イ
で
知

ら
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
を
パ
ネ

ル
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間
＝
３
月
18
日
b
〜
31
日
a

●２
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
デ
ー

日
時
＝
３
月
29
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
　
内
容
＝
ベ
ト
ナ
ム
の

歌
手
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
留
学
生
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

入
場
料
＝
無
料
（
整
理
券
が
必

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
4
4
2
9

FAX
37
・
5
6
6
1

●
楽
し
い
教
養
講
座

対
象
は
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以

下
の
人
で
す
。

男
性
も
大
歓
迎
で
す
。

期
間
＝
４
月
〜
９
月
　
時
間
＝

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
の
み

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

教

材
費
＝
花
道
１
７
、５
０
０
円
、

料
理
１
４
、０
０
０
円
、
茶
道
・

ペ
ン
毛
筆
８
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
３
月
18
日
b
午
前
９
時

〜
29
日
f
ま
で
に
教
材
費
、
利

用
者
協
議
会
費
４
０
０
円
を
持

参

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
健
康
相
談
室

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
へ

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●1
4
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

４
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
12
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
６
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）
、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
、
赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月

児
の
み
）

●2
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

会
場
と
時
間
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●3
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
20
日
d
午
後
１
時

〜
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー
　
担
当
＝
保
健
婦
、
精
神
保

健
福
祉
相
談
員

３
月
23
日
G

雪
国
植
物
園
オ
ー
プ
ン

開
園
期
間
＝
３
月
23
日
g
〜

11
月
17
日
a

時
間
＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
入
園
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入

園
料
＝
大
人
３
０
０
円
（
高

校
生
以
上
）、
子
ど
も
２
０
０

円■
雪
割
草
展
示
会

３
月
23
日
g
〜
31
日
a

■
野
生
の
雪
割
草
の
鑑
賞

３
月
23
日
g
〜
４
月
５
日
f

■
カ
タ
ク
リ
群
落
の
鑑
賞

４
月
１
日
b
〜
14
日
a

■
春
の
山
野
草
展

４
月
１
日
b
〜
５
月
31
日
f

■
記
念
植
樹
の
日

４
月
７
日
a

※
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
雪
国
植
物
園

1
46
・
０
０
３
０

コ
　
ー
　
ス�

講
座�

定
員�各30人�30人� 各15人� 各24人�

花　　　道�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

水
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

金
曜
コ
ー
ス�

月
〜
木
曜
の
4
コ
ー
ス�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

水
曜
コ
ー
ス� 草

月
流�

池
　
坊�

成
月
流�

草
月
流�

池
　
坊�

小川流�

煎茶�

宗偏流�

抹茶�

ペ
ン�

毛
筆� 茶　　道� 料理�

期
日�

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
や�

足
腰
の
筋
力
を
つ
け�

る
た
め
の
運
動
な
ど�

中
高
年
の
心
身
の
悩�

み
や
介
護
家
族
の
ス�

ト
レ
ス
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

臨
床
心
理
士�

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
や�

足
腰
の
筋
力
を
つ
け�

る
た
め
の
運
動
な
ど�

寝
た
き
り
や
痴
呆
予�

防
、健
康
管
理
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

保
健
婦�

3/14�
e

28�
e

相
談
内
容�

担
　
当�

期
日�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
0
時
30
分
〜
4
時�

ダ
イ
エ
ー�

長 

岡 

店�

会
　
場�

時
　
　
間�

4 / 6�
g

3月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

※２日gは長岡赤十字病院に変更になります。
™休日

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 28・3600）�
（1 35・3700）�
（1 33・3111）�

長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�

  3日a・21日-�
10日a・24日a
17日a・31日a

（1 28・3600）�
（1 35・3700）�
（1 33・3111）�

健  

康�

▲カタクリ



幼 　 児 �
�
�
�
�
基 　 礎 �
�
�
�
�
育 　 成 �
�
��
準・選手養成��
��
選 手 養 成 �
�
�
��
マ ス タ ー ズ �
�
�
��
婦 　 人 �
�
�
�
シ ル バ ー �
�
�
�
�
水中ウォーク�
�
�
��
アクアビクス�
�
水 　 球 �

シ ン ク ロ �

ダイビング（飛込）�

月�
水�
木�
土A�
土B�
月�
火�
金�
土A�
土B�
月�
火�
水�
金�
土��
土��
月�

火～金��
土��
月�
水��
金��
土�
火A�
火B�
木A�
木B�
月A�
月B�
金A�
金B�
月A�
月B�
水A�
水B�
金A�
金B�
火�
水�
木�
土�

木�

日�

4/15～7/15�
4/17～7/17�
4/18～7/18��
4/20～7/13��
4/15～7/15�
4/16～7/16�
4/19～7/19��
4/20～7/13��
4/15～7/15�
4/16～7/16�
4/17～7/17�
4/19～7/19�
4/20～7/13��
4/1～8/31�
�
�
4/1～8/31��
�
4/15～7/15�
4/17～7/17��
4/19～7/19��
4/20～7/13��
4/16～7/16�
�
4/18～7/18�
�
4/15～7/15�
�
4/19～7/19�
�
4/15～7/15�
�
4/17～7/17�
�
4/19～7/19��
4/16～7/16�
4/17～7/17�
4/18～7/18�
4/20～7/13�

4/18～7/18�

4/14～7/14

�
�

年中・年長幼児�
�
�
�
�

小学1・2年生���
�
�
�

小学3～6年生�
�
�

育成コース参加者の中で泳力が
ある人（当教室基準により）�

�
選手を目指す�
小学3～中学生 �

�
一般成人�

初心者から中級者まで�
一般成人・上級者（2種目で
100m以上泳げるような人）�
一般成人・初心者から中級者まで��

女　性�
初心者から�
中級者まで��
おおむね�
60歳以上�
初心者から�
中級者まで�

��
�

一般成人�
�
��
�

一般成人�
�

小学生�

小学生�

どなたでも�

6,000�
5,500�
6,000��
5,000��
6,000��
5,500�
�

5,000��
6,000�
�

5,500�
�

5,000�
上記参加・育成コース�
に＋2,000円��

�
10,000��
�

6,000�
�

5,500�
�

5,000��
5,500�
�

6,000�
�

6,000�
�

5,500�
�

6,000�
�
�

5,500�
�
�

5,500��
6,000�
5,000�

6,000�

5,500

水慣れから初歩的な泳ぎ
までを学びます。�
� ● 恐怖心の除去�
 ● 補助具付き水泳�

初歩動作から、基礎的な
泳ぎ方までを学びます。��
 ● クロールの習得�
 ● 背泳ぎの習得�
�
�
個々の泳力に応じて、４
泳法の習得を目指します。�
��
選手を目指すために必要
な技術を学びます。�
�
選手を目指すために必要
な技術を学びます。�
�
�
�
�
�
�
体力つくりや健康つくり
の為の正しい泳ぎ方を学
びます。�
�
�
�
�
�
�
腰痛や肥満対策等、健康
つくりのための水中動作
（ウォーキング）を学び
ます。� ��
音楽に合わせて、体力つくりに
必要な水中運動（水中エアロ
ビクス）の基本動作を学びます。�
�

�
16：15～17：00�

�
10：15～11：00�
11：00～11：45�
16：00～17：00��
16：30～17：30��
15：00～16：00�
16：00～17：00�
17：00～18：30�
17：30～19：00�
17：00～18：30�
17：30～19：00�
17：00～18：30��
8：30～10：00��
17：00～18：30�
17：30～19：00�
8：30～10：00�
17：00～18：30�
18：30～20：00�
15：00～16：00��
10：30～12：00��
18：30～20：00�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
12：30～13：45�
13：30～14：45�
12：30～13：45�
13：30～14：45�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
10：30～11：30�
11：30～12：30�

�
13：30～14：15�

�
13：30～15：30�

18：00～19：30�

10：30～12：00

コース� 曜日� 時　　間� 期　間� 対　　象� 参加料(円) 内　　　容�
　20��
各40�
�

各25��
　20�
��

各40�
��

　40�
　20�
　40�
　20�
　40��
　20�
�
�

　30�
�
�

各40�
�

　30��
　40�
��

各30�
�
�
�

各30�
�
�
�
�

各20�
�
��
�

各40�
�

　30�

　20�

　20

定員(人)

�

4泳法及び水球の基本動作を学びます。�

シンクロナイズドスイミングの基本動作を学びます。�

ダイビング（飛び込み）の基本動作を学びます。�

学
校
町
１
の
２
の
１�

民�
市�

体�
育�
館�

教室名�

�
�

対　象�
�

募集人数�
�

期　間�
�

時　間�
�

内　容�
�

申し込み�

スポーツクラブ�

マスターズ� レディース�

月曜日コース�

おおむね55歳�
以上の男女� 女　　　性�

30 人�

13：30～15：00 10：00～11：30

30 人� 10 人� 30 人�

火曜日コース�木曜日コース� 金曜日コース�

 4 月 8 日～�
�
毎週月曜日�

 4 月11日～�
�
毎週木曜日�

 4 月 9 日～�
�
毎週火曜日�

 4 月 5 日～�
�
毎週金曜日�
来年 3 月14日�来年 3 月25日�来年 3 月24日�来年 3 月20日�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボ�
　ール、卓球、バドミントン、ミニテニス）�
3月11日b午前9時から電話で市民体育館134・2700へ�

教室名�
�

対　象�
�

募集人数�
�

期　間�
�

時　間�
�
�

内　容�
�
�

申し込み�

マスターズ�婦　　　人� 一　　　般�

30 人�

 4 月10日～来年 3 月26日�
毎週水曜日�

 4 月 3 日～来年 3 月26日�
毎週水曜日�

 4 月 4 日～来年 3 月27日�
毎週木曜日�

40 人� 40 人�

13：00～14：3010：00～11：30 19：00～20：30

おおむね55歳�
以上の男女�女　　　性� 一　　　般�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム�
（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、�
　ミニテニス）�

3月11日b午前9時から電話で北部体育館124・6116へ�

大
手
通
１
の
４
の
10
�

厚�
生�
会�
館�

教室名�

�

対　象�
�

募集人数�
�

期　間�

�

時　間�

�

内　容�
�

申し込み�

婦　人�
スポーツクラブ�

エアロビック�
ダンスクラブ�

マスターズ�
スポーツクラブ�

20 人� 20 人�10 人�

10：00～11：30 10：00～11：0013：30～15：00

女　　　性� どなたでも�おおむね55歳�
以上の男女�

 4 月 8 日～�
来年 3 月17日　�
毎週月曜日�

 4 月10日～�
来年 3 月19日�
毎週水曜日�

 4 月12日～�
来年 3 月14日�
毎週金曜日�

・各種スポーツ�
・ゲーム�
・エアロビック�
　な運動�

・各種体操�
・各種スポーツ、�
　ゲーム（ミニテニ�
　ス・ソフトバレー）�

・エアロビック�
　ダンス�
・ストレッチ体�
　操�

3月19日c午前9時から電話で南部体育館139・3600へ�

教室名�
�

対　象�
�

募集人数�
�

期　間�

�

時　間�

�
�

内　容�
�
�

申し込み�

若返りクラブ�青年クラブ�婦人クラブ�市民クラブ�

おおむね55歳�
以上の男女�

青年男女�女　　性�成年男女�

10 人� 50 人� 20 人� 30 人�

13：30～�
15：15　�

19：00～�
21：00　�

10：00～�
12：00　�

18：30～�
20：30　�

～体力づくりと仲間づくり、�
　　楽しみながらの健康づくり～�
・各種スポーツ、ゲーム、ストレッチ体操など�

3月11日b午前9時から電話で市民体育館134・2700へ�

東
蔵
王
２
の
２
の
72
�

部�
北�

体�
育�
館�

曲
新
町
５
６
４
の
３�

部�
南�

体�
育�
館�

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122
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■
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
⑥

説
明
会

◇
希
望
が
丘
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

①
毎
週
日
曜
日
と
毎
月
第
２
土
曜
日

の
午
前
９
時
〜
正
午
、
他
に
週
一
回

夜
間
練
習
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
②

希
望
が
丘
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
体
育

館
③
小
学
生
④
年
１
０
、０
０
０
円
⑤

棚
橋
敏
夫
さ
ん
1
27
・
５
３
５
３（
午

前
）、
27
・
７
３
８
２
（
午
後
）
⑥
３

月
16
日
g
午
後
７
時
か
ら
希
望
が
丘

公
民
館
で
（
保
護
者
も
）

◇
長
岡
サ
ッ
カ
ー

①
４
月
〜
11
月
の
毎
週
日
曜
日
午
前

７
時
〜
８
時
30
分
②
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー

ツ
広
場
③
小
学
生
④
１
〜
３
年
生
…

年
１
０
、０
０
０
円
、
４
〜
６
年
生
…

年
２
０
、０
０
０
円
（
入
団
金
５
、０
０

０
円
）
⑤
小
林
さ
ん
1
35
・
１
６
２

０
（
午
後
７
時
以
降
）
⑥
３
月
17
日

a
午
前
10
時
か
ら
北
部
体
育
館
で（
保

護
者
も
）

◇
表
町
剣
士
会

①
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
７

時
30
分
〜
８
時
30
分
②
表
町
小
学
校

③
ど
な
た
で
も
④
月
５
０
０
円
⑤
丸

山
さ
ん
1
32
・
１
５
１
９

◇
江
陽
剣
士
会

①
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
〜

９
時
②
江
陽
中
学
校
③
小
学
１
年
生

以
上
④
月
１
、０
０
０
円
⑤
大
塚
さ
ん

1
27
・
３
１
５
６

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
＝
４
月
４
日
〜
５
月
９
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●１
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

期
日
＝
４
月
３
日
〜
来
年
３
月

26
日
の
毎
週
水
曜
日
　
コ
ー
ス

と
時
間
＝
Ｂ
コ
ー
ス
…
午
後
８

時
〜
９
時
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
定
員
＝
10
人
　
参
加
料
＝

１
２
、０
０
０
円
（
初
回
に
。
使

用
料
込
み
）

申
し
込
み
＝
３

月
19
日
c
〜
22
日
f
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
に

●２
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ケ
ッ
ト

テ
ニ
ス
講
習
会
と
ミ
ニ
大
会

日
時
と
会
場
＝
①
３
月
13
日
d

午
後
７
時
〜
９
時
…
北
部
体
育

館
②
３
月
14
日
e
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
…
厚
生
会
館

参
加
料
＝
１
０
０
円
（
当
日
に
）

持
ち
物
＝
内
履
き
　
申
し
込
み

＝
市
民
体
育
館
へ

●３
市
民
体
育
館
体
力
テ
ス
ト

結
果
に
基
づ
き
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
の
①

午
前
10
時
か
ら
②
午
後
７
時
か

ら
　
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
１

回
４
人
、
約
60
分
）

参
加
料

＝
２
０
０
〜
４
０
０
円
（
年
齢

別
）

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き

る
服
装
、
内
履
き
　
申
し
込
み

＝
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ�

分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
参
加
料

＝
１
、５
０
０
円
　
持
ち
物
＝
運
動
靴

□申
３
月
31
日
a
ま
で
に
ラ
ウ
ン
ド
ダ

ン
ス
２
０
０
０
・
小
林
さ
ん
1
33
・

０
０
４
１

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
＝
４
月
３
日
〜
７
月
24
日
の
毎

週
水
曜
日
①
午
後
７
時
〜
８
時
②
午

後
８
時
〜
９
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
　

参
加
料
＝
各
５
、３
０
０
円
（
両
方
と

も
参
加
の
場
合
は
１
０
、３
０
０
円
）

□申
市
民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０

□問
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
小
林
さ

ん
1
32
・
７
１
５
９

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
＝
４
月
17
日
〜
６
月
26
日
の
毎

週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
宮
内
公
民
館
　
定
員
＝
30
人

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
内
履
き
　
□申
４
月
13
日
g

ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
〒
９
４
０
―

０
８

６
４
川
崎
４
の
３
８
４
鈴
木
佳
美
さ

ん
1
33
・
５
０
９
９
へ

■
レ
デ
ィ
ス
・
ス
イ
ミ
ン
グ
会
員
募
集

ク
ラ
ス
ご
と
に
指
導
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜

２
時
30
分
（
初
回
は
４
月
12
日
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
会

費
＝
年
１
１
、０
０
０
円
　
□申
目
黒
愛

子
さ
ん
1
53
・
３
０
０
０

■
お
は
よ
う
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時
＝
４
月
７
日
〜
９
月
29
日
の
毎

週
日
曜
日
午
前
６
時
か
ら
　
集
合
＝

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
　
参
加
料
＝
小

・
中
学
生
５
０
０
円
、
高
校
生
以
上

１
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

□申
３
月

29
日
f
ま
で
に
生
涯
学
習
・
体
育
課

1
32
・
５
１
１
０
へ
　
□問
長
岡
市
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
安
藤
さ
ん
1

35
・
５
２
５
０
へ

〈参加料〉次のいずれかの方法で納入してください。
一括納入…１４,０００円（４月納入）
分割納入…４月６,０００円、９月５,０００円、１月４,０００円

の３回払い

〈初回に持参するもの〉
参加料 運動のできる服装 内履きの運動靴
顔写真（縦５b×横４b、裏に氏名を記入）

※大会などのため、日程を変更する場合があります。

会　場＝悠久山屋内温水プール1３５・６３６８
持ち物＝水着、水泳用ゴーグル（水泳帽は用意します）
申し込み＝①３月22日f午後７時までに悠久山プールへ
直接②往復はがきに郵便番号、住所、氏名（未成年者は
保護者名も）、フリガナ、性別、電話番号、生年月日、希
望コース（第１・２希望）を記入して、〒９４０－０８２７
悠久町３３６悠久山屋内温水プールへ３月22日f必着で

・対象者は13年４月現在の年次、学年です。
・電話での申し込みはできません。申し込み多数の場合は
抽選をし、結果を３月27日dに発送します。
・参加料は各コースの初日に持参してください。このほか
にプール使用料（大人４００円、高校生・65歳以上３００円、
中学生以下１５０円）が必要です。

ス ポ ー ツ 教 室悠 久 山 水 泳 教 室
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■
長
岡
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
　
会
場
＝
中
島
公
民
館
　
講

師
＝
渡
辺
賢
一
さ
ん
　
会
費
＝
月
２
、

０
０
０
円
（
入
会
金
１
、０
０
０
円
）

□申
・
□問
砂
山
さ
ん
1
46
・
６
３
７
０

■
長
岡
市
老
人
連
合
会
健
康
社
交

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
の
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会
館

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
男
女

講
師
＝
本
多
竹
雄
さ
ん
　
会
費
＝
年

８
、０
０
０
円
　
□申
佐
々
木
さ
ん
1
32

・
８
１
３
９
ま
た
は
会
場
へ

■
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
愛
好
会

（
社
交
ダ
ン
ス
）
会
員
募
集

コ
ー
ス
と
日
時
＝
初
心
者
コ
ー
ス
…

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、
初

中
級
者
コ
ー
ス
…
毎
週
火
曜
日
①
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
②
午
後
７

時
〜
９
時
、
毎
週
土
曜
日
①
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
②
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会
館

講
師
＝
本
多
竹
雄
さ
ん
　
会
費
＝
月

２
、０
０
０
円
（
入
会
金
３
、０
０
０
円
）

□申
岩
渕
さ
ん
1
34
・
３
５
１
６

■
長
岡
市
営
陸
上
競
技
場
改
修
記
念

長
岡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
時
＝
４
月
７
日
a
午
前
９
時
か
ら

集
合
・
ス
タ
ー
ト
＝
市
営
陸
上
競
技

場
　
種
目
＝
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10

キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
３
キ
ロ
　
参
加
料

＝
一
般
３
、０
０
０
円
、
高
校
生
１
、

５
０
０
円
、
中
学
生
１
、０
０
０
円

□申
３
月
20
日
d
ま
で
に
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
・
捺
印
の
う
え

〒
９
４
０
―

０
８
６
１
川
崎
町
前
田

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

２
７
５
０
新
潟
日
報
長
岡
支
社
・
長

岡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
係
1
34
・
９

６
０
０
へ

■
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
場
＝
北
部
体
育
館
　
定
員
＝
各
20

人
　
□申
３
月
11
日
b
午
前
９
時
か
ら

北
部
体
育
館
1
24
・
６
１
１
６
へ

①
対
象
②
練
習
日
時
③
参
加
料
④
説

明
会
⑤
問
い
合
わ
せ

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
小
学
１
年
生
以
上
②
４
月
３
日
〜

来
年
３
月
26
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後

５
時
45
分
〜
７
時
③
年
８
、０
０
０
円

◇
寿
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
５
歳
以
上
②
４
月
３
日
〜
来
年
３

月
26
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
〜

７
時
③
月
３
、０
０
０
円

◇
桜
剣
士
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
小
学
１
年
生
以
上
②
４
月
３
日
〜

来
年
３
月
26
日
の
毎
週
２
回
午
後
４

時
30
分
〜
６
時
③
月
２
、５
０
０
円（
入

会
金
２
、０
０
０
円
）
④
４
月
３
日
d

午
後
６
時
か
ら
北
部
体
育
館
で
⑤
渡

辺
さ
ん
1
35
・
１
０
２
２

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
の
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
対
象
＝
小
学
５
年
生
以
下
の
男

女
　
会
費
＝
月
２
、０
０
０
円
　
□申
４

月
11
日
e
ま
で
に
直
接
会
場
へ
（
保

護
者
同
伴
、
用
具
不
要
）
□問
羽
田
さ

ん
1
32
・
５
２
８
８

■
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
＝
４
月
２
日
〜
23
日
の
毎
週
火

曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

会
場
＝
南
部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ

ア
　
対
象
＝
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）

定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝

２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物

＝
外
履
き
　
□申
南
部
体
育
館
1
39
・

３
６
０
０

採
用
後
、
社
会
保
険
等
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
教
育
補
助
員
（
臨
時
職
員
）

採
用
予
定
日
＝
平
成
14
年
４
月

16
日
　
募
集
人
数
＝
19
人
　
雇

用
期
間
＝
６
カ
月
（
６
カ
月
の

延
長
可
）

職
務
内
容
＝
市
立

小
・
中
学
校
で
の
学
習
指
導
補

助
、
生
徒
指
導
補
助
、
行
事
等

に
お
け
る
指
導
補
助
等
　
応
募

資
格
＝
昭
和
55
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
、
熱
意
を
持
っ
て

職
務
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
、

市
立
小
・
中
学
校
に
通
勤
可
能

な
人
（
現
在
、
職
に
就
い
て
い

る
人
は
除
く
。
教
員
免
許
状
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

賃
金

＝
日
額
９
、０
０
０
円
　
勤
務
日

＝
月
〜
金
曜
日
（
１
日
８
時
間
）

試
験
日
＝
３
月
22
日
f

申
し

込
み
＝
３
月
14
日
e
ま
で
に
学

校
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
（
中
沢
町
）、

長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
（
市
民
セ

ン
タ
ー
内
）
に
あ
る
申
込
書
を

学
校
教
育
課
へ
　
問
い
合
わ
せ

＝
学
校
教
育
課
1
39
・
２
２
３

９
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32

・
１
１
８
１

●
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

採
用
予
定
日
＝
平
成
14
年
４
月

１
日
　
募
集
人
数
＝
８
人
　
雇

用
期
間
＝
６
カ
月
　
職
務
内
容

時
間
）

試
験
日
＝
３
月
22
日

f

申
し
込
み
＝
３
月
14
日
e

ま
で
に
人
材
教
育
指
導
室
（
幸

町
分
室
内
）
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
岡
、
長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
に

あ
る
申
込
書
を
人
材
教
育
指
導

室
1
32
・
７
３
９
２
へ

●
&
長
岡
市
国
際
交
流
協
会

臨
時
職
員

採
用
予
定
日
＝
平
成
14
年
４
月

８
日
　
募
集
人
数
＝
２
人
　
雇

用
期
間
＝
４
月
８
日
〜
来
年
３

月
（
原
則
と
し
て
１
年
間
）

職
務
内
容
＝
姉
妹
都
市
等
と
の

交
流
事
業
の
企
画
・
実
施
に
関

す
る
業
務
等
　
勤
務
場
所
＝
長

岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
市

民
セ
ン
タ
ー
１
階
）

応
募
資

格
＝
昭
和
57
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
、
語
学
力
（
英
検
２

級
程
度
で
日
常
会
話
が
で
き
る
）

を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
資
料
等

が
作
成
で
き
る
人
　
報
酬
＝
月

額
14
万
円
（
賞
与
あ
り
）

勤

務
時
間
＝
原
則
と
し
て
月
〜
金

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
　
試
験
日
＝
３
月
28

日
e

申
し
込
み
＝
３
月
６
日

d
〜
18
日
b
に
7
長
岡
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
役
所
４

階
国
際
文
化
課
内
）
と
長
岡
市

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

込
書
と
受
験
票
を
国
際
交
流
協

会
事
務
局
1
39
・
２
２
０
７
へ

＝
市
立
小
・
中
学
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
授
業
の
補
助
、
校
内
情

報
機
器
の
運
用
補
助
等
　
応
募

資
格
＝
昭
和
57
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

等
の
情
報
機
器
の
操
作
に
精
通

し
、
市
立
小
・
中
学
校
に
通
勤

可
能
な
人
（
現
在
、
職
に
就
い

て
い
る
人
は
除
く
）

報
酬
＝

月
額
13
万
円
程
度
　
勤
務
日
＝

月
〜
金
曜
日
（
１
日
６
時
間
）

試
験
日
＝
３
月
20
日
d

申
し

込
み
＝
３
月
14
日
e
ま
で
に
学

校
教
育
課
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

岡
、
長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
に
あ

る
申
込
書
を
学
校
教
育
課
へ

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
1

39
・
２
２
３
９
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１

●
英
語
指
導
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

採
用
予
定
日
＝
平
成
14
年
４
月

１
日
　
募
集
人
数
＝
２
人
　
雇

用
期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月

職
務
内
容
＝
市
立
小
学
校
で
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
に
よ
る
英
語
指
導
　
応
募
資

格
＝
昭
和
42
年
４
月
２
日
〜
55

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
英
検

２
級
以
上
ま
た
は
同
程
度
の
英

語
運
用
能
力
を
有
し
、
小
学
校

で
の
英
語
指
導
に
熱
意
の
あ
る

人
　
報
酬
＝
月
額
14
万
円
　
勤

務
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
１
日
６

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

募
集
（
非
常
勤
嘱
託
員
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を

受
け
た
い
人
と
育
児
の
援
助
を

行
い
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、

地
域
で
の
子
育
て
を
支
援
す
る

会
員
組
織
で
す
。

４
月
に
市
民
セ
ン
タ
ー
４
階

に
事
務
局
を
開
設
し
ま
す
。

採
用
予
定
日
＝
平
成
14
年
４
月

１
日
　
募
集
人
数
＝
２
人
　
雇

用
期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月

職
務
内
容
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の

受
付
、
紹
介
、
相
談
業
務
等

応
募
資
格
＝
昭
和
32
年
４
月
２

日
〜
47
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
　
報

酬
＝
月
額
11
万
７
、０
０
０
円

勤
務
日
＝
土
・
日
・
祝
日
を
含

む
月
20
日
程
度
（
時
間
は
原
則

と
し
て
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

試
験
日
＝
３
月
18
日
b

申
し

込
み
＝
３
月
６
日
d
〜
13
日
d

に
市
役
所
１
階
案
内
所
、
児
童

福
祉
課
（
市
役
所
２
階
）
、
市

民
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
を

児
童
福
祉
課
へ
本
人
が
持
参
。

受
付
時
に
職
務
内
容
等
を
説
明

し
ま
す
　
問
い
合
わ
せ
＝
児
童

福
祉
課
1
39
・
２
２
１
９

臨
時
職
員
等
を
募
集
し
ま
す

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

人口と世帯数 住民基本台帳登録数14.２.１（前月比）

191,891人 94,259人 97,632人 65,888世帯
（＋32） （＋13）（＋61）（－29）

●
長
岡
市
生
涯
学
習
推
進
会
議

委
員
募
集

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

市
民
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
会

議
で
す
。
職
務
内
容
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
８
人
）

任
期
＝
平

成
14
年
４
月
１
日
〜
16
年
３
月

31
日
　
応
募
資
格
＝
平
成
14
年

４
月
１
日
現
在
で
市
内
に
居
住

す
る
20
歳
以
上
で
、
長
岡
市
の

生
涯
学
習
の
推
進
に
関
心
が
あ

り
、
年
３
回
程
度
開
催
す
る
会

議
（
原
則
平
日
昼
間
開
催
）
に

出
席
で
き
る
人
（
公
務
員
、
長

岡
市
の
審
議
会
・
委
員
会
の
委

員
は
除
く
）

報
酬
＝
会
議
１

回
に
つ
き
９
、１
０
０
円
（
税
込

み
）

申
し
込
み
＝
３
月
20
日

d
ま
で
に
市
役
所
１
階
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
・
体
育
課
（
柳
原
分

庁
舎
内
）
に
あ
る
申
込
書
を
〒

９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町
２

の
１
生
涯
学
習
・
体
育
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
　
面
接
日
＝
３

月
27
日
d

問
い
合
わ
せ
＝
生

涯
学
習
・
体
育
課
1
32
・
５
１

１
０

●
棚
田
オ
ー
ナ
ー
を
募
集

米
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
秋
に
は
収
穫
し
た
お

米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
30
o
程
度
）

募
　
集�

を
お
持
ち
い
た
だ
け
ま
す
。

場
所
＝
大
積
折
渡
町
地
内
　
定

員
＝
20
組
（
家
族
ま
た
は
４
、

５
人
の
グ
ル
ー
プ
）

参
加
料

＝
１
組
２
０
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
４
月
19
日
f
ま
で
に
農

林
政
策
課
1
39
・
２
２
２
４
ま

た
は
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
大
積

支
店
1
46
・
２
２
０
８
へ

●
緊
急
受
注
促
進
事
業
（
受
注

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
参
加
企

業
募
集

販
路
開
拓
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
拡
大
を
め
ざ
す
企
業
に
、

県
内
外
で
の
受
注
活
動
の
経
費

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
機
械
・
鉄
工
・
鋳
物
関
連
業

種
の
中
小
企
業
者
　
助
成
金
額

＝
交
通
費
、
宿
泊
費
等
の
実
費

分
（
５
万
円
限
度
）

期
間
＝

３
月
末
ま
で
　
問
い
合
わ
せ
＝

長
岡
中
小
企
業
受
注
促
進
事
業

推
進
委
員
会
事
務
局
（
工
業
振

興
課
1
39
・
２
２
２
２
、
長
岡

商
工
会
議
所
産
業
振
興
課
1
32

・
４
５
０
０
）
へ

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

出
店
者
募
集

大
手
通
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

に
魅
力
あ
る
お
店
を
開
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
お
店
づ
く
り
を
実

践
し
な
が
ら
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
べ
ま
す
。

本
格
出
店
時
に
は
、
家
賃
や

内
装
費
の
補
助
制
度
も
利
用
で

き
ま
す
。

場
所
＝
大
手
通
２
の
４
の
３
大

手
ビ
ル
１
階
　
出
店
区
画
数
＝

５
区
画
（
１
区
画
約
２
坪
）

出
店
者
負
担
（
月
額
）
＝
出
店

料
１
０
、０
０
０
円
、
共
益
費
１

０
、０
０
０
円
　
出
店
期
間
（
予

定
）
＝
平
成
14
年
７
月
１
日
〜

15
年
６
月
中
旬
　
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝
３
月
１
日
f
〜

４
月
15
日
b
に
商
業
振
興
課
1

39
・
２
２
２
８
、
長
岡
商
工
会

議
所
1
32
・
４
５
０
０
、
長
岡

市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
1

32
・
７
０
０
２
へ

●
戦
没
者
等
の
遺
族
の
み
な
さ

ん
へ
　
特
別
弔
慰
金
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か

満
州
事
変
（
昭
和
６
年
９
月

18
日
）
以
降
の
戦
没
者
等
の
遺

族
で
、
平
成
７
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
11
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
の
受
給
者
が
死
亡
な
ど
に
よ

り
失
権
し
、
平
成
11
年
４
月
１

日
現
在
で
公
務
扶
助
料
、
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
＝
次
の
順
序
に
従

い
最
も
順
位
が
先
の
１
人
に
支

給
　
第
１
順
位
…
弔
慰
金
受
給

権
者
、
第
２
順
位
…
戦
没
者
の

子
、
第
３
順
位
…
戦
没
者
の
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
、
第
４
順
位
…
戦
没
者
死
亡

時
ま
で
引
き
続
く
１
年
以
上
生

計
を
共
に
し
て
い
た
３
親
等
内

の
親
族
　
支
給
額
＝
24
万
円（
６

年
償
還
の
記
名
国
債
で
支
給
）

請
求
期
限
＝
平
成
14
年
４
月
１

日
b
ま
で
　
問
い
合
わ
せ
＝
福

祉
総
務
課
1
39
・
２
２
１
７

●
市
税
な
ど
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
納
期
ご
と
に
金
融

機
関
に
出
向
く
手
間
が
な
く
な

り
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
の
開

始
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
翌

月
の
末
日
の
納
期
限
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
14
年
度
当
初
分

か
ら
口
座
振
替
に
し
た
い
場
合

は
、
３
月
29
日
f
ま
で
に
金
融

機
関
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
＝
預
金
通
帳
、

届
出
印
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
税

と
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

…
収
納
課
1
39
・
２
２
１
４
、

介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５
、
国
民
健
康
保

険
料
…
国
保
医
療
課
1
39
・
２

２
２
０

手
続
き
・�

制
　
度�

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■
太
極
拳
講
習
会

日
時
・
内
容
＝
４
月
７
日
a
午
前
10

時
〜
正
午
…
講
習
会
、
午
後
１
時
〜

４
時
…
合
同
練
習
と
表
演
　
会
場
＝

市
民
体
育
館
　
参
加
料
＝
４
、０
０
０

円
（
見
学
者
は
一
般
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
無
料
）

講
師
＝
全
拳
協

本
部
・
中
野
春
美
さ
ん
　
□申
３
月
18

日
b
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
へ

■
長
岡
Jr.
体
操
（
器
械
体
操
）

ク
ラ
ブ
男
女
部
員
募
集（
若
干
名
）

運
動
テ
ス
ト
を
行
い
入
部
を
決
定

し
ま
す
。
入
部
希
望
の
人
は
、
３
月

27
日
d
午
後
５
時
30
分
に
運
動
の
で

き
る
服
装
で
市
民
体
育
館
へ
。

①
男
子
…
日
時
＝
毎
週
火
・
金
曜
日

の
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
　
会
場
＝

長
岡
高
校
体
育
館
　
対
象
＝
14
年
度

の
小
学
３
〜
５
年
生
　
会
費
＝
月
３
、

０
０
０
円
　
□問
八
木
さ
ん
1
27
・
１

４
０
２（
午
前
）、
1
42
・
２
８
５
２

（
午
後
）
②
女
子
…
日
時
＝
毎
週
火

曜
日
午
後
４
時
30
分
〜
６
時
　
会
場

＝
市
民
体
育
館
　
対
象
＝
14
年
度
の

小
学
１
、
２
年
生
　
会
費
＝
月
３
、０

０
０
円
　
□問
�
原
さ
ん
1
32
・
４
７

４
１

■
長
岡
市
合
気
会
会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
（
第
３
週

の
み
木
・
金
曜
日
）
の
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
参
加

料
＝
一
般
…
月
１
、０
０
０
円
、
学
生

…
月
５
０
０
円
　
□申
大
野
さ
ん
1
36

・
２
６
５
９
（
午
後
５
時
以
降
）

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
ど
う
ぞ
！

日
曜
品
や
、
ベ
ビ
ー
・
マ
タ
ニ
テ

ィ
ー
用
品
等
を
販
売
し
ま
す
。

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

明
細
書
」
を
添
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39

・
２
２
１
３

●
4
月
か
ら
精
神
障
害
者
の

福
祉
制
度
の
申
請
窓
口
が

市
役
所
に
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
精
神
保
健
福
祉
手

帳
と
通
院
医
療
費
公
費
負
担
の

申
請
窓
口
が
保
健
所
か
ら
市
役

所
に
移
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
申
し
込
み
な
ど
、
精

神
障
害
者
の
福
祉
制
度
に
関
す

る
相
談
も
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
精
神
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
老
人
医
療
費
助
成
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
一
人

暮
ら
し
ま
た
は
寝
た
き
り
の
人

は
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
一
人
暮
ら
し
の
場
合

は
、
同
じ
町
内
に
親
・
子
・
兄

弟
姉
妹
が
住
ん
で
い
な
い
こ
と

や
社
会
保
険
等
の
扶
養
家
族
に

認
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
条

件
で
す
。

助
成
内
容
＝
老
人
保
健
法
の
対

象
者
と
同
じ
内
容
で
受
診
で
き

ま
す
　
手
続
き
に
必
要
な
も
の

＝
保
険
証
　
手
続
き
・
問
い
合

わ
せ
＝
国
保
医
療
課
（
市
役
所

１
階
⑩
番
窓
口
）
1
39
・
２
２

２
０

●
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

の
交
付
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付

を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
65
歳

以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援

は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
人
な

ど
は
、
確
定
申
告
で
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

対
象
者
に
は
、
２
月
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

お
送
り
し
ま
し
た
。
通
知
が
届

か
な
か
っ
た
人
で
、
障
害
者
控

除
の
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
介
護
保
険
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、

認
定
書
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
手
帳
等
に
よ
り
控
除
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
バ
イ
ク
等
の
税
金
は

4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に

1
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す

バ
イ
ク
や
農
耕

車
、
軽
自
動
車
を

持
っ
て
い
る
人
に

は
、
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

他
人
に
譲
渡
し
た
人
や
廃
棄

し
た
人
は
３
月
29
日
f
ま
で
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
税
課
1
39

・
２
２
１
２

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

は
3
月
1
日
（　）
〜
20
日
（　）

こ
の
機
会
に
ご
自
分
の
資
産

内
容
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
資
産
税
課
（
市
役
所
２

階
、
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

用
意
す
る
も
の
＝
認
印
（
代
理

の
場
合
は
、
所
有
者
の
認
印
ま

た
は
委
任
状
と
代
理
人
の
認
印
）

な
お
、
４
月
15
日
こ
ろ
に
発

送
す
る
納
税
通
知
書
に
は
、
資

産
の
内
容
を
記
載
し
た
「
課
税

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

人
猿
の
一
種
で
「
能
」
に
出
る

こ
と
が
あ
る
）
の
顔
色
に
似
た

色
で
、
放
射
状
に
広
が
る
葉
の

形
が
袴
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、

カ
ン
ザ
シ
バ
ナ
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
仲
間
に
は
、
白
い
花
が

咲
く
シ
ロ
バ
ナ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
や
小
型
で
小
鉢
や
寄
せ

植
え
に
し
て
楽
し
ま
れ
る
ヤ
ク

シ
マ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、

斑
入
り
種
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
植
え
つ
け
）
生
命
力
の
強
い

植
物
で
す
が
、
あ
ま
り
乾
燥
し

な
い
庭
の
片
隅
な
ど
に
植
え
る

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

鉢
植
え
す
る
場
合
の
用
土
は

保
水
性
を
重
視
し
、
例
え
ば
鹿

沼
土
や
赤
玉
土
を
６
、
水
ゴ
ケ

粉
を
４
の
割
合
で
混
ぜ
た
土
に

株
の
根
を
広
げ
て
植
え
ま
す
。

30
㎝
以
上
の
浅
鉢
に
小
株
や

大
株
を
と
り
混
ぜ
て
、
岩
な
ど

を
置
き
高
低
を
つ
け
て
植
え
込

む
と
、
自
然
の
風
情
が
出
て
一

層
楽
し
い
鉢
物
と
な
る
で
し
ょ

う
。

（
置
き
場
所
）
春
や
秋
は
日
当

た
り
が
良
く
、
か
つ
夏
に
直
射

日
光
が
強
く
当
た
ら
な
い
場
所

に
置
き
ま
し
ょ
う
。
年
間
を
通

し
て
半
日
陰
の
場
所
で
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

冬
は
屋
内
に
置
く
よ
り
、
雪

の
下
な
ど
の
方
が
乾
燥
し
な
い

の
で
、
鉢
ご
と
土
に
埋
め
て
お

く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
葉
が
タ
ン
ポ
ポ
の

よ
う
に
横
に
伸
び
て
地
上
に
伏

し
て
い
る
の
で
、
水
や
り
の
邪

魔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水

を
や
っ
た
つ
も
り
で
い
て
も
、

用
土
に
水
が
し
み
込
ま
ず
に
乾

い
て
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

水
や
り
の
と
き
は
、
水
を
十

分
に
土
に
含
ま
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
植
え
つ
け
の
と
き
、

用
土
に
マ
グ
ア
ン
プ
Ｋ
な
ど
リ

ン
酸
分
の
多
い
緩
効
性
の
肥
料

を
、
土
１
r
に
３
ｇ
ほ
ど
混
入

し
て
や
り
ま
す
。

植
え
替
え
な
い
も
の
は
、
花

後
と
秋
の
彼
岸
こ
ろ
に
、
油
粕

と
骨
粉
の
玉
肥
を
置
き
肥
と
し

て
与
え
ま
し
ょ
う
。

（
植
え
替
え
）
花
後
か
９
月
中

旬
か
ら
10
月
中
旬
に
、
１
、
２

年
に
１
回
、
根
の
ま
わ
り
具
合

を
見
て
行
い
ま
す
。

（
ふ
や
し
方
）
植
え
替
え
の
と

き
に
株
分
け
で
ふ
や
し
ま
す
が
、

葉
先
に
小
苗
が
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

花
後
に
種
子
が
熟
し
た
ら
、

採
り
ま
き
を
し
て
乾
か
さ
な
い

よ
う
に
管
理
し
ま
す
。

翌
春
に
発
芽
し
た
ら
半
日
陰

に
置
き
、
液
肥
な
ど
を
与
え
な

が
ら
育
て
ま
す
。

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
は
ユ

リ
科
の
常
緑
多
年
草
で
、
日
本

列
島
の
北
か
ら
南
ま
で
各
地
の

山
地
に
広
く
自
生
し
て
い
ま
す
。

早
春
に
雪
消
え
を
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
、
根
元
の
放
射

状
に
広
が
る
葉
の
中
か
ら
花
茎

を
伸
ば
し
、
赤
紫
色
の
総
状
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

「
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
」

と
い
う
名
前
は
、
花
色
が
猩
々

（
中
国
の
想
像
上
の
動
物
。
類

春
風
と
と
も
に
咲
く
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ

ま
だ
雪
の
残
る
早
春
の
山
路
で
、
あ
た
か
も
線
香
花
火
の
よ
う

な
姿
で
親
し
み
や
す
い
こ
の
花
に
出
合
っ
た
と
き
の
喜
び
は
格
別

で
す
。

今
月
は
、
長
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
、
春
を
告
げ
る
、
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ
マ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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▲ ショウジョウバカマ

出
店
者
も
募
集
中
で
す
。

日
時
＝
３
月
24
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　
会
場
＝
上
川
西
公
民
館

□問
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
会
・
福
地
さ
ん
1
29
・
２
４
１
０

■
市
民
公
開
講
座
「
頭
痛
と
上
手
に

付
き
合
う
た
め
に
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
30
日
g
午
後
２
時
〜
５

時
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
内

容
＝
講
演
「
知
っ
て
て
得
す
る
頭
痛

の
知
識
」（
講
師
…
鳥
取
大
学
脳
神
経

内
科
・
竹
島
多
賀
夫
さ
ん
）、
Ｑ
＆
Ａ

「
何
で
も
聞
い
て
み
よ
う
頭
痛
の
こ

と
」
ほ
か
　
定
員
＝
４
５
０
人
　
□問

長
谷
川
さ
ん
1
０
２
５
・
２
８
３
・

６
１
９
０

●手続きの際には、窓口で本人と確認できる証明書（免
許証・保険証など）の提示をお願いしています。ご協
力ください。

●老人保健や医療費助成制度の受給者は、その変更手続
きも必要になります（手続きは、国保医療課⑨番、⑩
番窓口でお願いします）。

●転出や他の健康保険に加入したとき、新しい保険証が
届くまでの間、病院などで受診するときは、窓口で保
険証が変わったことを伝えてください。いままでの国
保の保険証を使って受診すると、後で市が負担した医
療費を返してもらうことがあります。

転入・転出をしたり、就職・退職などで保険の種類や
資格が変わったりしたときは、14日以内に市民課（市役
所１階④番窓口）または市民サービスセンター（市民セ
ンター内）で手続きをしてください。

国民健康保険の手続きをお忘れなく

問い合わせ　国保医療課　1３９・２２２０

国 保 に 加 入�国 保 を 離 脱�そ の 他�

現在、お持ちの国保の保険証�

こ
ん
な
と
き�

持
参
す
る
も
の�

他
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
と
き�

他
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き�

子
ど
も
が
生
ま

れ
た
と
き�

他
市
町
村
へ
転

出
す
る
と
き�

他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き�

死
亡
し
た
と
き�

修
学
の
た
め
他
の
市

町
村
へ
行
く
と
き�

退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
っ
た
と
き�

転
出
証
明
書�

母
子
健
康
手
帳�

健
保
の
保
険

証�年
金
証
書�

在
学
の
証
明

書� 健
保
の
離
脱
日

を
確
認
で
き
る

書
類�

４月１日から老人保健の医療費自己負担金の限度額が
次のとおり改定される予定です。
なお、（ ）内は改定前の金額です。

老人保健の医療費自己負担金の
限度額が改定されます

問い合わせ　国保医療課　1３９・２２２０

院外処方せんを交付されなかった人�
　大病院（２００床以上）…１カ月５，３００円�
　　　　　　　　　　　　　　（５，０００円）��
　その他の病院・医院……１カ月３，２００円�
　　　　　　　　　　　　　　（３，０００円）�
�
院外処方せんを交付された人�
　大病院（２００床以上）…１カ月２，６５０円�
　　　　　　　　　　　　　　（２，５００円）��
　薬　局……………………１カ月２，６５０円�
　　　　　　　　　　　　　　（２，５００円）��
　その他の病院・医院……１カ月１，６００円�
　　　　　　　　　　　　　　（１，５００円）��
　薬　局……………………１カ月１，６００円�
　　　　　　　　　　　　　　（１，５００円）�

定率制……１カ月３，２００円（３，０００円）�

定額制……月５回まで１日６４０円（６００円）�

月４回まで１日８５０円（８００円）�

※入院の場合の自己負担金の限度額は変更ありません。�

外
　
　
　
　
　
　
来�

定
　
　
率
　
　
制�
定
額
制�

訪
問
看
護�

{
{

1
2
5
cc
以

下
の
バ
イ
ク
・

農
耕
車
・
小

型
特
殊
車
等�

区
分�
届
け
出
先�

市
役
所
市
民
税
課�

　
1
39
・
2
2
1
2

二
輪�

1
2
5
cc
超
〜�

2
5
0
cc
以
下�

全
国
軽
自
動
車
協
会�

連
合
会
長
岡
分
室�

　
1
23
・
3
1
1
5

二
輪�

2
5
0
cc
超�

新
潟
陸
運
支
局
長
岡
自�

動
車
検
査
登
録
事
務
所�

　
1
22
・
1
1
3
1

三
輪
・
四
輪�

6
6
0
cc
以
下�

軽
自
動
車
検
査
協
会�

長
岡
支
所�

　
1
22
・
0
5
5
5

金

水

し
ょ
う
じ
ょ
う

は
か
ま

ふ

ふ
さ



31 30

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会
へ

ど
う
ぞ

日
時
＝
３
月
22
日
f
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
水
道
町
３
）

□問
介
護
保
険
課

内
精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局
1
39

・
２
２
４
５
　

■
薬
物
依
存
症
者
を
抱
え
る

家
族
の
会
へ
ど
う
ぞ

月
例
会
＝
３
月
22
日
f
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
　
参

加
料
＝
無
料
　
□問
小
西
さ
ん
1
89
・

３
５
１
２
（
午
後
７
時
〜
９
時
）

■
長
岡
中
央
綜
合
病
院
1
35
・
3
7

0
0
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
た

め
の
く
ら
し
の
相
談
室
（
無
料
）

が
ん
の
治
療
、
薬
の
こ
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

相
談
日
＝
３
月
16
日
g
・
30
日
g
、

４
月
か
ら
は
第
１
・
３
土
曜
日
　
受

付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30

分
　
場
所
＝
呼
吸
器
外
科
外
来

②
講
演
会
「
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
！

排
泄
ケ
ア
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
30
日
g
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
講
堂
　
講
師
＝
日
本

コ
ン
チ
ネ
ン
ス
協
会
コ
ン
チ
ネ
ン
ス

リ
ー
ダ
ー
・
牧
野
美
奈
子
さ
ん

■
ゆ
ず
り
ま
す
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

消
費
者
協
会
で
は
み
な
さ
ん
の
不

用
な
品
物
の
情
報
を
登
録
し
、
ほ
し

い
人
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
利
用
し

た
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
消
費
者
協
会
事
務
局
（
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
内
）
1
32
・
０
０
２
２

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
話
し
方
教
室

「
話
の
泉
」
会
員
募
集

日
時
＝
４
月
３
日
〜
来
年
３
月
の
毎

月
第
１
〜
３
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費
＝

年
１
３
、０
０
０
円
　
□申
３
月
22
日
f

ま
で
に
名
地
さ
ん
1
66
・
６
４
３
２

へ
（
午
後
７
時
〜
10
時
）

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）
受
講
者
募
集

コ
ー
ス
と
日
時
＝
①
土
曜
コ
ー
ス
…

４
月
６
日
〜
９
月
28
日
の
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
②
夜
間
コ

ー
ス
…
４
月
13
日
〜
９
月
28
日
の
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
（
土
曜
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

会
場
＝
①
長
岡
看
護
福
祉

専
門
学
校
（
深
沢
町
）
②
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
上
除
・
関
原
　
定
員
＝
①

30
人
②
20
人
（
①
は
訪
問
介
護
員
３

級
課
程
修
了
者
の
み
）

受
講
料
＝

２
６
、８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

□申
①
は
３
月
13
日
d
、
②
は
３
月
16

日
g
必
着
で
、
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
「
訪
問
介
護
員
２
級
課
程
養

成
研
修
受
講
希
望
」
と
希
望
コ
ー
ス
、

住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
３
級
取
得

年
月
日
（
②
の
希
望
者
は
取
得
し
た

場
合
の
み
記
入
）
を
、
返
信
の
表
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―

２
１
３
５
深
沢
町
２
２

７
８
の
８
長
岡
医
療
と
福
祉
の
里
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
1
47
・
２
２
３

３
へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
美
術
鑑
賞
講
座
（
無
料
）

演
題
＝
「
夢
の
詩
人
・
シ
ャ
ガ
ー
ル

〜
あ
る
い
は
無
垢
な
る
闘
い
」

日

時
＝
３
月
30
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
・
□問
＝
県
立
近
代
美
術
館
1
28

・
４
１
１
１
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●
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の

障
害
を
持
つ
児
童
（
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
（
所
得
額
に
よ
る
制

限
あ
り
）
＝
１
級
（
重
度
）
…

５
１
、５
５
０
円
、
２
級
（
中
度
）

…
３
４
、３
３
０
円
　
問
い
合
わ

せ
＝
福
祉
相
談
課
1
39
・
２
２

１
８

●
電
源
過
疎
地
域
等
企
業
立
地
　

促
進
事
業
費
補
助
金

企
業
の
施
設
や
設
備
の
整
備

を
7
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

が
支
援
し
ま
す
。

対
象
＝
生
産
ま
た
は
営
業
に
直

接
使
わ
れ
る
施
設
（
建
物
・
構

築
物
・
建
物
付
属
設
備
）
ま
た

は
設
備
（
機
械
装
置
・
備
品
）

の
整
備
　
補
助
要
件
＝
①
対
象

施
設
、
設
備
の
整
備
を
平
成
14

年
４
月
１
日
か
ら
15
年
３
月
10

日
ま
で
の
間
に
着
手
、
完
了
す

る
こ
と
②
平
成
13
年
４
月
１
日

以
降
、
15
年
３
月
10
日
ま
で
に

建
物
の
延
床
面
積
が
増
加
（
新

増
設
）
す
る
こ
と
③
常
用
雇
用

者
数
が
実
績
報
告
日
ま
で
に
５

人
以
上
増
加
す
る
こ
と
　
補
助

額
＝
次
の
う
ち
最
も
低
い
額（
２

０
０
万
円
を
下
限
）
①
対
象
事

業
に
要
し
た
費
用
②
増
加
雇
用

者
数
ご
と
に
設
定
し
た
面
積
当

た
り
の
単
価
に
新
増
設
し
た
建

物
の
延
床
面
積
を
乗
じ
て
得
た

た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の

で
す
。

３
月
下
旬
か
ら
民
生
委
員
が

該
当
世
帯
に
調
査
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日

繰
り
上
げ
の
お
願
い

水
道
事
業
は
３
月
が
決
算
月

で
す
。
こ
の
た
め
、
３
月
が
検

針
月
に
あ
た
る
人
の
振
替
日
を

繰
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

繰
り
上
げ
振
替
日
＝
３
月
28
日

e

対
象
料
金
＝
２
、
３
月
分

問
い
合
わ
せ
＝
水
道
局
業
務
課

1
35
・
１
６
１
９

●
上
級
救
命
講
習
会
（
無
料
）

心
肺
そ
生
法
お
よ
び
止
血
法
、

額
③
増
加
雇
用
者
数
ご
と
に
設

定
し
た
上
限
額

申
し
込
み
＝
３
月
20
日
d
ま
で

に
工
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２

２
へ

●
市
営
霊
き
ゅ
う
車
の
運
行
は

3
月
31
日
ま
で
で
す

市
営
霊
き
ゅ
う
車
の
運
行
は

３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
民
間
事
業
者

の
霊
き
ゅ
う
車
の
み
の
運
行
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

●
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

趣
味
、
創
作
や
生
活
訓
練
な

ど
の
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月
　
時

間
＝
午
前
ま
た
は
午
後
（
１
日

の
場
合
あ
り
）

内
容
＝
園
芸
、

書
道
、
民
謡
、
絵
画
、
囲
碁
・

将
棋
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
編
み
物
、

折
り
紙
、
コ
ー
ラ
ス
、
俳
句
、

ク
ッ
キ
ン
グ
、
日
常
生
活
訓
練
、

医
療
相
談
等
　
対
象
＝
市
内
在

住
の
身
体
障
害
者
　
会
場
＝
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
参
加

料
＝
１
回
３
２
０
円
の
昼
食
代

と
材
料
費
（
実
費
）
申
し
込
み

＝
３
月
11
日
b
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
1
33
・
６
０
０
０
へ

●
高
齢
者
現
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
単

身
高
齢
者
世
帯
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
・
高
齢
者
と
児
童
の
み

の
世
帯
・
寝
た
き
り
老
人
・
痴

ほ
う
性
老
人
に
該
当
す
る
人
を

対
象
に
、
高
齢
者
現
況
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
高
齢
者
の
世
帯
状
況
や
心

身
の
状
況
、
緊
急
連
絡
先
な
ど

を
調
査
し
、
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
総
合
的
な
施
策
を
進
め
る

固
定
法
、
搬
送
法
等
を
含
め
た

８
時
間
の
講
習
会
で
す
。
修
了

し
た
人
に
は
、
「
上
級
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
24
日
a
午
前
８
時

〜
午
後
５
時
10
分
　
会
場
＝
消

防
本
部
講
堂
（
西
千
手
１
）

定
員
＝
30
人
　
申
し
込
み
＝
消

防
署
救
急
係
1
35
・
２
１
９
３

●
4
月
1
日
〜
7
日
は
春
の

火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
起
き
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。

た
き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

な
ど
の
不
注
意
に
よ
っ
て
毎
年

多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
消
火
器
を
回
収
し
ま
す
〕

火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
に

古
い
消
火
器
を
回
収
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
内
回
覧
文
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〕

日
時
＝
４
月
６
日
g
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
み
や
う
ち
　
内
容
＝
消
防

音
楽
隊
の
演
奏
、
は
し
ご
車
の

試
乗
体
験
、
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
、
天
ぷ
ら
鍋
消
火
実
験

な
ど
　
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本

部
予
防
課
1
35
・
２
１
９
０

●
環
境
業
務
課
1
24
・
2
8
3
7

か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
有
償
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
お

譲
り
し
ま
す
〕

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
が

次
の
期
間
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

期
間
＝
３
月
20
日
d
〜
29
日
f

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
（
寿
３
）

に
あ
り
ま
す
。
準
備
の
都
合
上
、

お
出
か
け
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

〔
犬
、
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ

ん
へ
〕

雪
解
け
時
は
、
犬
や
猫
の
ふ

ん
が
道
路
や
公
園
、
敷
地
内
な

ど
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
困
る

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

散
歩
の
際
の
犬
の
ふ
ん
は
持

ち
帰
る
、
猫
は
室
内
で
ト
イ
レ

の
し
つ
け
を

す
る
な
ど
、

動
物
の
飼
い

主
と
し
て
の

ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
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問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

ダイエット食品を利用して、
やせなかったら返金するというが…

Ｑ：　「ダイエット食品を利用し
て、やせなかったら返金」と
チラシにあったが、本当だろ
うか。

Ａ：　本当であれば、うまい話で
すね。
●返金してもらおうとしたら、
問い合わせ先の電話番号に
つながらない。

●返金は数カ月後になると言いながら、なかなか
返ってこない。

●商品が届いて初めて、ダイエット食品以外の食
べ物を食べないことなどの返金の条件がわかっ
た。
などの事例があります。払ったお金が必ず返金さ
れるという保証はありません。
ダイエット食品は、簡単にやせたい人を対象に

した商品がほとんどです。しかし、今まで口にし
たことのない材料や特殊成分を濃縮したものは体
質に合わないこともありますし、食事の管理なし
では効果は上がりません。
よく考えてから利用しましょう。

市民課の窓口業務を
午後７時15 分まで延長します

３月27日d～29日f、４月１日b～３日dの６日間、市
民課（市役所１階）と市民サービスセンター（市民センタ
ー内）の住民異動届等の窓口業務を２時間延長し、午後７
時15分まで行います。どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市民課139・2215

市議会の本会議や委員会は公開されています。
みなさん、気軽においでください。

時　間 本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定　員 本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

問い合わせ　議会事務局1３９・２２４４

長岡市防災ヘリポートが完成！
堺町の川西消防署（仮称）

建設予定地に、長岡市防災
ヘリポートができました。
このヘリポートは、救急患者や災害時に物資な
どを運ぶヘリコプターの離着陸場として使用され
ます。

市議会3月定例会の日程�

15日f・18日b

19日c・20日d

13日d・14日e

11日b・12日c

議　場�

�
26日c　　　 

第二委員会室�

第二委員会室�

第三委員会室�

会　議　名�期　日� 会　　場�

6日d　　　�

7日e　　　�

�

5日c　　　� �
�

議　場�

�

第一委員会室�

議会運営委員会�

本会議（市政執行方
針、提案理由説明）�

文教社会委員会�

産業環境委員会�

本会議（予備日）�

総務委員会�

建設委員会�

本会議（最終日）�

議会運営委員会�

本会議（一般質問）�

く
ら
し�

増
加
雇
用
者
数�

1
億
円�

7,500円�
／m2

10,000円�
／m2

12,500円�
／m2

5
〜
9
人
�

1
億
5
千
万
円�

10
〜
19
人
�

2
億
円�

20
人
以
上
� 面

積
当
た
り
の
単
価�

上
限
額�

市議会を傍聴しませんか

問い合わせ　消防本部総務課1３５・２１９２

堺　町�

堺町公民館�
�

喜多東交差点�
至
大
手
大
橋
→
�

堺西交差点�

喜多町�

長岡市防災ヘリポート�
川西消防署（仮称）�
　建設予定地�
川西消防署（仮称）�
　建設予定地�

国道
8号�

←
至
柏
崎
�

至長
岡大
橋→
�


